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ίϩφલとίϩφޙ。̏೥લにはଘࡏしなかったこのݴ葉
は，いまではී௨に௨用するݴ葉となっています。
2019 ೥に発ੜしたとされる৽ܕίϩφ΢Πϧスは，2020

೥ 3月Լ०ࠒより日本ࠃ಺においてもײછがٸ଎に֦大し，
4月にはॳめて৽ܕΠϯϑϧΤϯβ౳対ࡦಛผાஔ๏にͮج
くࣄٸۓଶએݴが発ग़されました。この当時は，いまよりも
分からないことがଟく，大มෆ҆なࢥいをしたことをࡢ日の
ことのように֮えております。
そのような中で，ײછ঱はྲྀ行しているが，ऩଋすれ͹い

ままでのੈքが໭ってくるのか，それともこれほどのײછ঱
がྲྀ行してしまうと，もういままでのੈքは໭ってこないの
か，いΖいΖなࢥいが८りました。その౴えは，3೥໨にಥ
ೖしたいまなおग़ていないように͡ײます。
৺਎ともにଟくのϚΠφスの影響をड͚ている৽ܕίϩφ

΢Πϧスײછ঱ではありますが，ࢹ఺をมえて，وॏなܦ験
をしていると考えてみました。ጶױされてۤしいࢥいをされ
ているํ，お๢くなりになったํ，日々のੜ׆において大ม
なࢥいをされているํがいらっしΌる中でޡղがないように
しな͚れ͹なりませΜが，׶えてوॏなܦ験をしていると考
えてみたΘ͚です。
ఱવ౱やスϖΠϯかͥなど，これまでにもύϯσϛοΫは

です。そࣄこっていますが，それらはすべてྺ࢙上のग़དྷى
れに対し，このたびの৽ܕίϩφ΢Πϧスײછ঱は，様々な
೉をどう৐りӽえていくかということをࣗ分のこととしてࠔ
験しています。これは，ଟくのਓにとって一ੜに一度もなܦ
いことなのではないかとࢥいます。このࠔ೉なঢ়گを৐りӽ
えようと，ࢲたͪはੜ׆様ࣜやಇきํをมえました。それも
準උ期間もない中で。
ここで，ಛにมԽ，ීٴしたものとしてテϨϫーΫとΦϯ

ϥΠϯձٞに஫໨してみました。

�. テϨϫーΫ

テϨϫーΫというݴ葉を，ࠓൠॳめてࣖにされたํもଟ
かったのではないかとࢥいます。しかしながら，テϨϫーΫ
という考えํはίϩφલからଘࡏしていました。テϨϫーΫ
は，ଟ様なಇきํの一つとしてϫーΫϥΠϑόϥϯスをਪਐ

するためにීٴଅਐがਤられていました。
また，౦ژ౎では 2020 ೥に開࠵される༧定であったΦϦ

ϯϐοΫにࠃ಺֎からଟくの٬؍，大ձؔऀ܎が๚れるため，
大มなަ௨ࠞࡶが༧ଌされていました。ಓ࿏，మಓともにަ
௨ྔが大෯に増加することにより，෺ྲྀや௨ۈにਂࠁな影響
をٴ΅すことがݒ೦されました。その対ࡦの一つとしてテϨ
ϫーΫがਪ঑されました。
ΦϦϯϐοΫは̍೥間Ԇ期ののͪ無٬؍で開࠵されること

になりましたが，ൽ肉にもテϨϫーΫはかなりのスϐーυで
છ঱が発ੜするײίϩφ΢Πϧスܕしました。もし，৽ٴී
ことなく，当ॳの計ը௨りΦϦϯϐοΫが༗٬؍で開࠵され
ていたとしたら，テϨϫーΫはいまほどීٴしなかったので
はないかとࢥいます。
テϨϫーΫは，ޙࠓ定着するかどうかは分かりませΜが，

をするํなどଟ様なಇきํࣄ࢓を行ないながらޢҭてやհࢠ
ができるのはいいことではないかとࢥいます。

2. ΦϯϥΠϯձٞ

ΦϯϥΠϯձٞも，かなりのスϐーυでීٴしました。
また，これはձٞにݶらず，ηϛφーへのࢀ加やΦϯϥΠ

ϯπΞーなど様々なことにも׆用することができます。
にձったり，その৔所へ行かな͚れ͹ಘられないことࡍ࣮

はあるものの，৔所の੍ݶがऔり෷Θれることは，計り஌れ
ないϝϦοτがあるとࢥいます。
当ڠձにおいても，ଟくのձٞをΦϯϥΠϯձٞにより開

。しています࠵

これらは，いずれはىこるมԽであったかもしれませΜが，
このようなࠔ೉なঢ়گであるからこそのมԽの଎さとύϫー
にڻかされました。
มԽすることが೉しいことも，もしかしたら，いまならม

ΘることができるのかもしれませΜ。஍ڥ؀ٿやࢲたͪの݈
。いますࢥにとって，よりྑいੈքになるといいと߁
かさ׆いをしたΘ͚ですから，これをࢥたͪは，大มなࢲ

ないखはないとࢥいます。

ݴɹɹ಄ɹɹר

ެӹஂࡒ๏ਓ೔ຊ২෺ௐઅڠڀݚࡎձ　ࣄ؂
੫ཧ࢜๏ਓۨҪձࣄܭ຿ॴ　੫ཧ࢜
大倉　祐介

コϩφޙ
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઒　ढ़ೋࠇ

͸͡Ίに

2015 ೥ 9 月 25 日の第 70 回ࠃ࿈
総ձで࠾୒された࣋ଓՄೳな開発のた
めの 2030 ΞジΣϯμでは，17 の࣋
ଓՄೳな開発のための໨ඪʢ4%(Tʣ
と 169 のλーήοτが͛ܝられた。
くଊえれ͹ଟくの໨޿をݙߩ૲ֶのࡶ
ඪにݙߩできるՄೳੑがあるが，ここ
ではಛにࡶ૲ֶが௚઀తにݙߩできる
と考えられる̎つの໨ඪ「໨ඪ̎ɿٌ
ծをऴΘらせ，৯ྉ҆શอোٴびӫཆ
վળを࣮ݱし，࣋ଓՄೳな೶ۀをଅਐ
する」および「໨ඪ 15ɿ཮Ҭੜଶܥ
のอޢ，回෮，࣋ ଓՄೳなར用のਪਐ，
࣋ଓՄೳな৿ྛのܦӦ，࠭യԽへの対
処，ならびに౔஍のྼԽの્ࢭɾ回෮
する」にࢭびੜ෺ଟ様ੑのଛࣦを્ٴ
૲ֶがそれらの໨ඪࡶって，いかにߜ
にݙߩしうるかについて考えてみた
い。ʢਤ -1ʣ

�. 持ଓՄೳͳ৯ྉγステϜ
のߏங

(�) ੜ࢈性্޲のͨΊの೉๷আ֐ڧ
ࡦ૲ରࡶ

໨ඪ̎の中のλーήοτ 2.4 では，
「2030 ೥までに，ੜ産ੑを向上させ，
ੜ産ྔを増やし，ੜଶܥをҡ࣋し，ؾ
ީมಈやۃ端なؾ৅ݱ৅，ׯ͹つ，ߑ
水ٴびそのଞの֐ࡂに対する適Ԡೳྗ
を向上させ，઴ਐతに౔஍と౔৕の࣭
をվળさせるような，࣋ଓՄೳな৯ྉ
ੜ産γステϜを֬อし，ڧਟʢϨジϦ
Τϯτʣな೶ۀを࣮ફする」とされて
いる。
ੜ産ੑ向上をਤる上では，ࡶ૲๷আ

はඇৗに大きなݙߩをする部分であ
り，これまでに様々な๷আٕज़の開発
を௨͡てݙߩしてきた。ಛにআ૲ࡎが
Ռたしてきた໾ׂはඇৗに大きい。೶

している日本のঢ়ݮがܹऀࣄੜ産ैۀ
໛Խがਐنにおいては，ますます大گ
Ήと考えられ，ಛに౔஍ར用ܕ೶ۀに
お͚るআ૲ࡎがՌたす໾ׂはޙࠓもඇ
ৗに大きいと考えられる。
一ํで，আ૲ࡎґଘの೶ۀはআ૲ࡎ

఍ࡶੑ߅૲のग़ݱをもたらし，࣋ଓՄ
ೳな৯ྉγステϜを֬อする上で一૚
。೉なนとしてཱͪはͩかっているࠔ
また，大ྔのࠄ෺༌ೖに൐う֎དྷࡶ૲
の৵ೖは，ࠄ෺ੜ産ࠃでのࡶ૲๷আϓ
ϩάϥϜをく͙りൈ͚てきた೉๷আࡶ
૲໰୊として，ੜ産ੑ向上の大きな્
૲໰୊はࡶ要Ҽとなっている。֎དྷ֐
೶ۀੜ産以֎の৔໘にも޿がってお
り，本λーήοτに͛ڍられているੜ
ଶܥのҡ࣋に対してもෛの影響をもた
らしている。さらにࡶ૲Πω໰୊もਂ
෺と同࡞ഓにおいて࠿であり，水Ҵࠁ
छの২෺がࡶ૲となるۃڀの೉๷আࡶ
૲໰୊となっている。
೶ۀੜ産にお͚る೉๷আࡶ૲໰୊は

4%(Tの࣮ݱに向͚ͨࡶ૲ֶ

図 -�　4%(Tʢ4VTUBJOBCMF�%FWFMPQNFOU�(PBMTʣʹ͏͠ݙߩΔࡶ૲ֶ

目標２：飢餓の終結 
農産物の量・質確保 
食糧安全保障 
持続可能な農業

難防除強害雑草対策 
• 除草剤抵抗性雑草 
• 外来雑草 
• 雑草イネなど

遺伝資源としての雑草評価 
• 環境適応性 
• 病虫害抵抗性など

生物多様性構成要素としての
雑草の機能評価 
• 生物間相互作用 
• 表土を作る植生など

目標15：陸上生態系の保護 
生態系・生物多様性

図1. SDGs（Sustainable Development Goals）に貢献しうる雑草学

生態学的農法における総合的雑草管理 
• その土地の環境変動に対応する時間
的・空間的に多様な農法 
• それぞれの環境と農法に適応する雑草
の時間的・空間的個体群動態に基づく
総合的雑草管理

生物多様性を脅かす
外来雑草対策
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�　૲ֶࡶに向͚ͨݱ઒：4%(Tの࣮ࠇ

日本͚ͩでなくੈքڞ௨の໰୊となっ
ている。これまでにଟくのؔ࿈ڀݚが
行Θれているが，ੜ産ੑ向上をਐめる
上でҾきଓき೉๷আࡶ૲対ࡦのٕज़開
発につながるࡶ૲ڀݚがٻめられる。

(2) Ҩ఻ݯࢿとͯ͠のࡶ૲ධՁ

λーήοτ 2.4 でのੜ産ੑ向上の大
きな્֐要Ҽとしてࡶ૲がҐஔ付͚ら
れる一ํで，λーήοτ 2.5 には࠿
ഓ২෺のۙԑ໺ੜछのҨ఻తଟ様ੑの
ҡ࣋が͛ڍられている。ࡶ૲の中には
ഓ২෺のۙԑ໺ੜछであるものもଟ࠿
く，ࡶ૲はҨ఻ݯࢿとしてのՁ஋があ
る২෺܈であるともݴえる。࣋ଓՄೳ
な৯ྉγステϜをߏஙする上では，ক
དྷに๚れる様々なڥ؀มԽや৽たなප
ഓ২෺を࠿などに対Ԡしたݱ஬のग़֐
ഓ২෺ととも࠿。りग़すඞ要がある࡞
にଟ様なਓ間׆ಈに適ԠਐԽしたࡶ૲
のҨ఻తଟ様ੑの中には，কདྷのڥ؀
มԽに適Ԡする࣭ܗを༗するՄೳੑが
ある。こうしたࡶ૲の༗用ੑについて
は，ޙड़する஍ڥ؀ٿίϞϯζの֬อ
の؍఺でもޙࠓさらにݕ౼がඞ要であ
る。

(3) ੜଶֶత೶๏における૯߹త
૲؅理ࡶ

上ड़のように，ࡏݱの೶๏をいかに
ޮ཰తɾޮՌతに発లさせるかという
Ҽするىの೶๏にࡏݱ，఺の一ํでࢹ
ఠされていࢦへの影響もڥと؀ީؾ
る。ࠃ࿈の「࣋ଓՄೳな開発にؔする
άϩーόϧɾϨϙーτ�2019」による
と，ࡏݱの೶๏は，水ڥ؀の෋ӫཆԽ，

஍Լ水のԚછ，౔৕ੑࢎԽ，大ؾԚછ
につながるՄೳੑがあり，ԹࣨޮՌΨ
スの一छであるѥࢎԽ஠ૉʢ/20ʣの
2011 ೥にお͚るੈքతなഉग़の 60�
を઎め，ԹࣨޮՌΨスશମでは総ഉग़
ྔの 19 ～ 29� 以上を৯ྉγステϜ
ؔ࿈શମで઎めているということであ
る。同͡Ϩϙーτでは，؇࿨ࡦを͡ߨ
ずに 2050 ೥のੈքਓޱのध要をຬた
すためにੜ産を୯७に増加させた৔
߹，ੈքの೶ۀからのԹࣨޮՌΨスഉ
ग़ྔは࠷大で 87�増加するՄೳੑが
あるとしている。さらに，ප֐஬やࡶ
૲によるϦスΫをԽֶ෺࣭の౤ೖྔを
増やして؅理しようとすると，ଟくの
࿈のؔڥ؀ 4%(T のୡ੒をةうくす
ることもࢦఠしている。
こうしたことから，その౔஍のจ

Խと஌ࣝにਂくࠜ͟したੜଶֶత೶
๏ʢFcPMPHJcBM� GBSmJOHʣのଅਐがॏ
要とされている。ੜଶֶత೶๏は，中
小ن໛の೶৔にૅجをஔき，時間తɾ
空間తなଟ様ੑを࣋つとともに，ڥ؀
スτϨスにڧい஍ݩに適Ԡした඼छɾ
ࡶ。用するものとされている࢖౷をܥ
૲はݩདྷその౔஍のڥ؀や೶๏にԠ͡
て適ԠਐԽしてきたものであることか
ら，その౔஍でӬ೥ଓ͚られてきた
ϩーΧϧな೶๏とそこでのࡶ૲の適Ԡ
ਐԽとのؔੑ܎をղ明し，それͧれの
౔஍のଟ様な೶๏にԠ͡た総߹తࡶ૲
؅理๏ʢ*8.ʣというものをཱ֬す
るというΞϓϩーνがޙࠓඞ要となる
かもしれない。また時間తɾ空間తに
ଟ様な೶๏に対Ԡできる *8.を͡ߨ
ることは，஍Ҭશମのࡶ૲ϦスΫを௿

させることにつながるՄೳੑもあݮ
る。
೶ऀࣄैۀのܹݮに対Ԡすべく大ن

໛ԽがਐΉ日本においても，೶஍の̐
ׂを઎める中ࢁ間஍Ҭにおいては傾ࣼ
஍がଟく大ن໛Խは೉しい。そのよう
な஍Ҭでは，一཯తな大ن໛Խによる
ੜ産ੑ向上をٻめることが೉しい一ํ
で，それͧれの౔஍にಛ৭のある೶ۀ
をల開し，ଟ様なϏジωスϞσϧをల
開できるՄೳੑもある。その中では஍
Ҭのੜ෺ଟ様ੑݯࢿのอશを付加Ձ஋
とした೶ۀϏジωスのల開もありうる
ͩΖう。ࡶ૲をੜ෺ଟ様ੑݯࢿの̍つ
とݟることもでき，適ਖ਼な২ੜの؅理
を௨͡た表౔อશなど，࣋ଓత೶ۀを
ల開するための l౔台 zͮくりとして
できるՄೳੑも大いにݙߩ૲؅理がࡶ
あると考えられる。こうしたࡶ૲のػ
ೳをいかにՊֶతにධՁするか，これ
もこれからのࡶ૲ֶにٻめられる̍つ
の՝୊であるとࢥΘれる。

2. ஍ڥ؀ٿίϞϯζの֬อ

(�) ੜ෺ଟ༷性Λ͔͢ڴ֎དྷࡶ૲
ରࡦ

஍ٿのڞ༗ݯࢿのܹٸなݮগは，
ਓ々が฻らす஍ڥ؀ٿの長期తな݈શ
ੑを֬อする上で大きな໰୊である。
*1B&4ʢੜ෺ଟ様ੑٴびੜଶܥαーϏ
スにؔする੓෎間Պֶ੓ࡦϓϥοτ
ϑΥーϜʣは「ੜ෺ଟ様ੑとੜଶܥαー
Ϗスにؔする஍ڥ؀ٿධՁใࠂॻ」の
中で「஍ٿはෳ数のਓҝతな要Ҽに
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よって大きくมԽしており，ੜଶܥと
ੜ෺ଟ様ੑのࢦඪの大部分はٸ଎に௿
Լしている」とड़べている。ੈքのछ
のઈ໓཰はաڈ 1000 ສ೥のฏۉより
も数ઍഒから数ඦഒߴくなっていると
いう。ੜ෺ଟ様ੑの૕ࣦは৽たな࡞෺
をݟग़すことやҨ఻ࢠվྑに用いるな
どのকདྷతなબ୒ࢶがݮগする͚ͩで
なく，ੜ෺の஀ੜ以དྷߏஙされてきた
ੜ෺間のつながりをܹٸに断ͪ切るこ
とでもあり，それらがもたらしてきた
あらΏるੜଶܥαーϏスをࣦうことに
つながる。ੜ෺ଟ様ੑの૕ࣦのݪҼと
しては，開発に൐うഁյ，ԹஆԽによ
るީؾมಈなどに加え，֎དྷछの৵ೖ
もその要Ҽの一つとされている。ࡶ૲
においても，׆ࡁܦಈのάϩーόϧԽ
に൐ってੈք中で様々な֎དྷࡶ૲の໰
୊がىきている。࣋ଓతな৯ྉγステ
Ϝをߏஙする上でも大きな໰୊である
が，ੜ෺ଟ様ੑอશの໘からも大きな
໰୊である。ほとΜどの֎དྷछ໰୊は
ෆՄٯతであり，一度৽たなੜଶܥに
৵ೖすると，そのޙそのछをऔりআい
た৔߹にも大きな影響がग़る。֎དྷࡶ
૲໰୊はਓҝత໰୊である以上，༧๷
ஙがあらたߏく؅理ମ੍のͮجଇにݪ
めてॏ要である。

(2) ੜ෺ଟ༷性ߏ੒ཁૉとͯ͠の
ೳධՁػ૲のࡶ

り࡞はੜ෺の஀ੜ以དྷ׆たͪのੜࢲ
上͛られてきたੜ෺ଟ様ੑの上に੒り
ཱっている。ੜ෺ଟ様ੑは，ಠࣗのਐ
Խを਱͛たछの͚ͩੑݸでなく，それ
らがޓいにつながりを࣋ってਐԽして

きたことによって࡞り上͛られてき
た。その中でもࡶ૲は，ਓが定ॅを始
めたことに൐ってਓ間の֧ཚに޼みに
適ԠਐԽしてきた২෺܈であり，ਓ間
のྺ࢙とともにਐԽし，ਓ間ੜ׆をࢧ
えるੜ෺ଟ様ੑのߏ੒要ૉとなってき
たものともݴえる。
Ӭ೥にΘたって表౔をܗ੒してきた

২ੜを҆қにഁյしてきたことやෆ適
切な২ੜ؅理による౔஍ྼԽの໰୊が
たࢲ。ఠされているʢҏ౻�2013ʣࢦ
ͪがੜ׆する表౔をকདྷにΘたって࣋
ଓతにར用するためには，表౔のػೳ
や໾ׂをしっかり理ղし適切な২ੜ؅
理を行うඞ要がある。しかしながら，
ਓ間׆ಈとともにਐԽしてきたࡶ૲が
࣋つੜଶܥにお͚るػೳについてはこ
れまでे分にݕ౼されてきたとはݴえ
ない。当વながらࡶ૲は一࣍ੜ産ऀと
しての供څαーϏスはあるが，1FUUJ�
et al.ʢ2011ʣはそのϨϏϡーの中で，
用࡞ޓ૲が様々なଞのੜ෺छとの૬ࡶ
によって，௚઀తに೶ۀੜଶܥのػೳ
にωΨテΟϒにもϙジテΟϒにも影響
を༩えているとࢦఠしている。そのϙ
ジテΟϒな影響はੜ෺間૬࡞ޓ用によ
るੜଶܥのௐઅαーϏスともݴえる。
ଞにもҨ఻ݯࢿとしてのར用ੑʢ供څ
αーϏスʣʢڥ؀がܹมしたকདྷにお
͚るध要もؚΉʣ，表౔をܗ੒してき
た২ੜػೳʢج൫αーϏスʣなど様々
なੜଶܥαーϏスをもたらしているՄ
ೳੑがある。こうしたࡶ૲のػೳや໾
ׂについてもڀݚޙࠓをਐめるඞ要が
あるͩΖう。ࡶ૲はਓ間による֧ཚの
中で適ԠਐԽしてきた。ਓ間による֧

ཚとその適ԠਐԽ，そのա程をղ明す
ることで，ࡶ૲のੜଶػܥೳを༗ޮに
発شさせる適切な؅理γステϜとはԿ
かという໰いに対してՊֶతな౴えを
。ग़せるかもしれないݟ

おΘΓに

ಈ׆૲はਓ間ࡶ，りฦしになるが܁
の中で適ԠਐԽしたものである。࣋ଓ
తな開発໨ඪをୡ੒するにあたり，ࡶ
૲はωΨテΟϒにもϙジテΟϒにもಇ
くこととなる。これからどのようにਓ
がࡶ૲とؔΘり؅理するのか，これが
࣋ଓత৯ྉγステϜの࣮ݱ，ੜ෺ଟ様
ੑอશ，౔஍ྼԽの્ࢭɾ回෮にݙߩ
できるかのݤとなるͩΖう。そのため
には，ࡶ૲がଟ様なڥ؀やଟ様なਓ間
ಈのྺ࢙の中でどのように適ԠਐԽ׆
してきたのか，Պֶతなղ明をさらに
ਐめ，Պֶత஌ݟをج൫とした࣋ଓత
なࡶ૲؅理γステϜをߏஙすることが
ॏ要である。
ੈքでڀݚ開発へのࢧग़が増加して

いる一ํで，࢒೦ながら本ߘでऔり上
͛ている「2030 ΞジΣϯμ」を࣮ࢪ
するためのڀݚ開発には比ֱతগない
අ用しか࢖っていないこともࢦఠされ
ている。ましてやࡶ૲ֶにׂかれるݚ
はΘずかしかない。ٌծをなくݯࢿڀ
し，࣋ଓతな೶ۀをߏஙし，ਓ間ੜ׆
のج൫であるੜ෺ଟ様ੑをอશすると
いう࣋ଓతな開発໨ඪをୡ੒するため
には，ࡶ૲ֶ୯ମでのऔり૊み͚ͩで
なく，ίϯϐϡーλーαΠΤϯス，ਓ
஌ೳ，όΠΦテΫϊϩジーなどの分޻
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よって大きくมԽしており，ੜଶܥと
ੜ෺ଟ様ੑのࢦඪの大部分はٸ଎に௿
Լしている」とड़べている。ੈքのछ
のઈ໓཰はաڈ 1000 ສ೥のฏۉより
も数ઍഒから数ඦഒߴくなっていると
いう。ੜ෺ଟ様ੑの૕ࣦは৽たな࡞෺
をݟग़すことやҨ఻ࢠվྑに用いるな
どのকདྷతなબ୒ࢶがݮগする͚ͩで
なく，ੜ෺の஀ੜ以དྷߏஙされてきた
ੜ෺間のつながりをܹٸに断ͪ切るこ
とでもあり，それらがもたらしてきた
あらΏるੜଶܥαーϏスをࣦうことに
つながる。ੜ෺ଟ様ੑの૕ࣦのݪҼと
しては，開発に൐うഁյ，ԹஆԽによ
るީؾมಈなどに加え，֎དྷछの৵ೖ
もその要Ҽの一つとされている。ࡶ૲
においても，׆ࡁܦಈのάϩーόϧԽ
に൐ってੈք中で様々な֎དྷࡶ૲の໰
୊がىきている。࣋ଓతな৯ྉγステ
Ϝをߏஙする上でも大きな໰୊である
が，ੜ෺ଟ様ੑอશの໘からも大きな
໰୊である。ほとΜどの֎དྷछ໰୊は
ෆՄٯతであり，一度৽たなੜଶܥに
৵ೖすると，そのޙそのछをऔりআい
た৔߹にも大きな影響がग़る。֎དྷࡶ
૲໰୊はਓҝత໰୊である以上，༧๷
ஙがあらたߏく؅理ମ੍のͮجଇにݪ
めてॏ要である。

(2) ੜ෺ଟ༷性ߏ੒ཁૉとͯ͠の
ೳධՁػ૲のࡶ

り࡞はੜ෺の஀ੜ以དྷ׆たͪのੜࢲ
上͛られてきたੜ෺ଟ様ੑの上に੒り
ཱっている。ੜ෺ଟ様ੑは，ಠࣗのਐ
Խを਱͛たछの͚ͩੑݸでなく，それ
らがޓいにつながりを࣋ってਐԽして

きたことによって࡞り上͛られてき
た。その中でもࡶ૲は，ਓが定ॅを始
めたことに൐ってਓ間の֧ཚに޼みに
適ԠਐԽしてきた২෺܈であり，ਓ間
のྺ࢙とともにਐԽし，ਓ間ੜ׆をࢧ
えるੜ෺ଟ様ੑのߏ੒要ૉとなってき
たものともݴえる。
Ӭ೥にΘたって表౔をܗ੒してきた

২ੜを҆қにഁյしてきたことやෆ適
切な২ੜ؅理による౔஍ྼԽの໰୊が
たࢲ。ఠされているʢҏ౻�2013ʣࢦ
ͪがੜ׆する表౔をকདྷにΘたって࣋
ଓతにར用するためには，表౔のػೳ
や໾ׂをしっかり理ղし適切な২ੜ؅
理を行うඞ要がある。しかしながら，
ਓ間׆ಈとともにਐԽしてきたࡶ૲が
࣋つੜଶܥにお͚るػೳについてはこ
れまでे分にݕ౼されてきたとはݴえ
ない。当વながらࡶ૲は一࣍ੜ産ऀと
しての供څαーϏスはあるが，1FUUJ�
et al.ʢ2011ʣはそのϨϏϡーの中で，
用࡞ޓ૲が様々なଞのੜ෺छとの૬ࡶ
によって，௚઀తに೶ۀੜଶܥのػೳ
にωΨテΟϒにもϙジテΟϒにも影響
を༩えているとࢦఠしている。そのϙ
ジテΟϒな影響はੜ෺間૬࡞ޓ用によ
るੜଶܥのௐઅαーϏスともݴえる。
ଞにもҨ఻ݯࢿとしてのར用ੑʢ供څ
αーϏスʣʢڥ؀がܹมしたকདྷにお
͚るध要もؚΉʣ，表౔をܗ੒してき
た২ੜػೳʢج൫αーϏスʣなど様々
なੜଶܥαーϏスをもたらしているՄ
ೳੑがある。こうしたࡶ૲のػೳや໾
ׂについてもڀݚޙࠓをਐめるඞ要が
あるͩΖう。ࡶ૲はਓ間による֧ཚの
中で適ԠਐԽしてきた。ਓ間による֧

ཚとその適ԠਐԽ，そのա程をղ明す
ることで，ࡶ૲のੜଶػܥೳを༗ޮに
発شさせる適切な؅理γステϜとはԿ
かという໰いに対してՊֶతな౴えを
。ग़せるかもしれないݟ

おΘΓに

ಈ׆૲はਓ間ࡶ，りฦしになるが܁
の中で適ԠਐԽしたものである。࣋ଓ
తな開発໨ඪをୡ੒するにあたり，ࡶ
૲はωΨテΟϒにもϙジテΟϒにもಇ
くこととなる。これからどのようにਓ
がࡶ૲とؔΘり؅理するのか，これが
࣋ଓత৯ྉγステϜの࣮ݱ，ੜ෺ଟ様
ੑอશ，౔஍ྼԽの્ࢭɾ回෮にݙߩ
できるかのݤとなるͩΖう。そのため
には，ࡶ૲がଟ様なڥ؀やଟ様なਓ間
ಈのྺ࢙の中でどのように適ԠਐԽ׆
してきたのか，Պֶతなղ明をさらに
ਐめ，Պֶత஌ݟをج൫とした࣋ଓత
なࡶ૲؅理γステϜをߏஙすることが
ॏ要である。
ੈքでڀݚ開発へのࢧग़が増加して

いる一ํで，࢒೦ながら本ߘでऔり上
͛ている「2030 ΞジΣϯμ」を࣮ࢪ
するためのڀݚ開発には比ֱతগない
අ用しか࢖っていないこともࢦఠされ
ている。ましてやࡶ૲ֶにׂかれるݚ
はΘずかしかない。ٌծをなくݯࢿڀ
し，࣋ଓతな೶ۀをߏஙし，ਓ間ੜ׆
のج൫であるੜ෺ଟ様ੑをอશすると
いう࣋ଓతな開発໨ඪをୡ੒するため
には，ࡶ૲ֶ୯ମでのऔり૊み͚ͩで
なく，ίϯϐϡーλーαΠΤϯス，ਓ
஌ೳ，όΠΦテΫϊϩジーなどの分޻

�　૲ֶࡶに向͚ͨݱ઒：4%(Tの࣮ࠇ

໺と࿈ܞし，ここでऔり上͛た様々な
೉な՝୊にཱͪ向かうඞ要があるͩࠔ
Ζう。
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中ٶ定ࢠ様が่ޚされたࢲ，ޙは࢓ٶえをࣙめました。ࢥえ
͹お࢓えして以དྷ，定ࢠ様からݶりないԸ஼をࣀりました。あ
るとき定ࢠ様のܑ܅の಺大ਉҏ

これͪか

प様がߴՁͩった࿨ࢴを一৚ఱ
ʱをه様が「ఇはʰ࢙ࢠ上されました。定ݙ様にࢠ定ٶと中ߖ
ॻࣸされるそうͩが，こͪらはԿをॻこうか」とԼ໰されたと
き，「それならປで͟͝いましΐう」とਃし上͛たのですが，
「それなら，おまえにあ͛よう」とおっしΌって，そのままԼ
されました。ࢲはఇがおっしΌった「࢙ه」から「ෑ෍ஂ」，
「ෑ

しきたえ

ົ」を࿈૝して，「ෑົの」が「ປ」のປࢺであることから「ປ」
とᔬམのつもりでおԠえしたつもりͩったのです。そのޙ「य़
は」「Նは」と「࢛ق」のお࿩でॻき始め，ついついมなこと
までॻき࿈Ͷてしまいました。
え͹，「૲は」とॻき始めて「୔ࢥ

おもͩか

ᖞは໊લが໘നい。;Μ
ͧりฦってҒそうにしている」とॻいてはみたものの，ֺ のுっ
た;Μͧりฦった఼上ਓはあまたおられるのですが，かのಓ長
様などは，定ࢠ様が一৚ఱߖの͝஼Ѫをड͚ているંにはֺも
ग़さずに大ਓしくなさっておられたのですが，定ࢠ様の෕܅の

ಓོ様が๢くなられると，ٸにֺをಥきग़して;Μͧりฦり始
めました。それは「୔ᖞ」のように߄ててֺをग़すのではなく
て，Ώっくりとֺをग़してくる，まるで「ֺ

あ͗なし

無」のようͩった
のです。
このことを「ປ」の中にॻいてはいたのですが，定ࢠ様が่

あまりにಓ長様のことをѱくॻくのもጨられ，「ປ」，ޙされたޚ
から֎したのでした。ʢਗ਼গೲݴɾஊʣ
ΞΪφγはΦϞμΧՊΦϞμΧଐのந水ੑのଟ೥૲。๺ւಓ

から۝भの，比ֱతࣗવ度のߴいࢁ間部や೶ߞ஍पลの࣪஍，
ዧछ。同ଐのΦϞμΧةলの準ઈ໓ڥ؀。などにੜえるాߞٳ
にඇৗによくࣅるが，ΦϞμΧのように水ాにੜえることはຆ
どなく，എৎもߴい。ΦϞμΧと同͡ような໼৲ܕの葉をग़し，
໼৲葉のଆ྾ยの先端がΞΪφγではؙみをଳびるというが྆
ऀをฒべて比べないとよく分からない。ੜҭのॳ期にはへらঢ়
葉で，࣍第に໼৲葉にมΘっていくが，ΦϞμΧに比べて໼৲
葉になるのが遅い。ਗ਼গೲݴはそのことをປ૲ࢠにॻこうとし
た。

ʢެࡒʣ೔ຊ২෺ௐઅڠڀݚࡎձ
ฌݧࢼݿ஍　ਢ౻　݈ҰֺແʢΞΪφγʣాാの૲

͘さ͙さ
छ
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ೋଜ　װ༤

͸͡Ίに

ίνϣ΢ϥϯの඼࣭が௿Լしやすい
であるジϕࡎԹ期に，২෺੒長ௐ੔ߴ
ϨϦϯʢ以Լ�(AʣおよびϕϯジϧΞ
ϛϊϓϦϯʢ以Լ�BAʣをར用するこ
とにより，඼࣭を向上させることがで
きるので঺հする。
ίνϣ΢ϥϯଐʢPhalaenopsisʣは，

౦ೆΞジΞを中৺とした೤ଳɾѥ೤ଳ
஍Ҭにおよそ 50 छが分෍するϥϯの
஥間である。日本ではίνϣ΢ϥϯの
໊শで，日࣋ͪするڃߴな鉢花として
஌られており，ଃ౴用に大きなध要が
あるʢڮࢢɾࡾҐ�2006ʣ。ίνϣ΢
ϥϯの঎඼Ձ஋をࠨӈする要Ҽとして
は，花数ɾ花の大きさɾ日࣋ͪなどが
もॏ要と࠷られ，そのうͪ花数が͛ڍ
される。鉢花のӦརੜ産৔໘では，ί
νϣ΢ϥϯを計ըతに開花させるため
に，௨ৗは�5 ～ 10 月にனԹ 25ˆɾ
໷Թ 18ˆの冷房処理が行Θれている
ʢૣ઒ら�2002，ྛら�2011ʣ。しかし，
では，ۙ೥のҟܕ࡞աするܦԹ期をߴ
ৗߴԹにより冷房を行っても設定Թ度

をҡ࣋できないことがあり，「花数」
のݮগ，あるいは「花茎」の伸長ෆྑ
など඼࣭௿Լがೝめられ，ੜ産ऀやྲྀ
௨ؔऀ܎から，それへの対Ԡがٻめら
れていたʢਤ -1ʣ。
これまでのڀݚでは，(A処理を行

うことによって冷房処理を行Θなくて
も௖ժから花茎が発ੜして開花するݱ
৅がݟग़されʢాۼら�2009，ޙ౻ら�
2010ʣ，2013 ೥ 3 月にはಛڐがऔಘ
されている。また，ෆ定ժの JO�WJUSP
ഓཆでは，BA ଘࡏԼで開花が༠ಋ
されることもใࠂされているʢ%VBO�
BOE�:B[BXB�1995ɺ3FKBOBXPOH�et 

al.�2006ʣ。しかしながら，લड़のߴ
Թ期にお͚る花茎の伸長ଅਐや花数の
ҡ࣋ɾ増加を໨తとした，鉢花のӦ
རੜ産৔໘にお͚る২෺੒長ௐ੔ࡎ
のར用についてのใࠂはこれまでな
かった。௨ৗ，ίνϣ΢ϥϯの花ժは
ᡫժであり，࠷上Ґల開葉から 3，4
અ໨の葉ᡫに分Խし，5 ～ 6 ྡྷ葉を
຾する。そして，னٳにޙ੒したܗ
Թ 25ˆɾ໷Թ 18ˆ程度のԹ度にૺ۰
するとٳ຾がଧഁされ，ᡫժʢ花茎ʣ
は葉ৌج部をಥきഁってग़ݱしʢਤ

-2ʣ，ٳ຾ଧഁから 4か月程で開花に
。るࢸ
そこで，ίνϣ΢ϥϯの඼࣭向上

をՄೳとする，Ӧརੜ産৔໘にお͚
る (A および BA のར用ํ๏につい
てݕ౼したʢೋଜら�2018ʣ。供試
২෺にはന৭大輪のओྗ඼छ�4PHP�
:VLJEJBO�b73� を用い，冷房処理はன
Թ 25ˆɾ໷Թ 18ˆをج本とした。ௐ
ࠪは，花茎発ੜ日，発蕾日，開花日ʢ第
1花，第 5花ʣ，花茎長ʢ花茎ج部か
ら第 1花までʣ，花序長ʢ第 1花から
花序の先端部までʣ，花茎のઅ数，花
数および花の大きさʢ横径，縦径ʣを
ଌ定したʢਤ -3ʣ。なお，ඞ要にԠ͡
て 1花͝との花ඃยʢ花ห，上がくย，

ジベレリン、ベンジルアミノプリン
の利用によるコチョウランの品質
向上

図 ഓ্の՝୊図-1　高温期を経過するコチョウランの作型と栽培上の課題࠿とܕ࡞ա͢Δίνϣ΢ϥϯのܦΛظԹߴ　�- 図 -3　花ܪɼ花序のҐஔと花の大きさʢԣܘɼॎܘʣʹͭいͯ��図-� 花茎ɾ花঄のҒ஖と花の୉き͠ʤԥܚɾॐܚʥͶͯ͏ͱ
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図-� ཁḞخ෨をಧきഃͮͪ花茎ʤᡭլʥ図 -�　༿ৌج෦Λಥきഁͬͨ花ܪʢᡫժʣ
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Լがくยʣの໘ੵ，第 10 花以߱の花
の開花日もௐべた。

̍ɽジϕϨϦϯ処理

(�) (A 処理開࢝ステージと開花

試験区は，(A処理開始のステージ
として「花茎発ੜ時ʢ花茎長 0.5cm
ະຬʣ」，「花茎長 1 ～ 2cm 時」，「花
茎長 3 ～ 12cm 時」の 3 水準に，無
処理の対照区を加えた。(A処理は，
「ジϕϨϦϯӷࡎ」ʢジϕϨϦϯ (A3�

0.5ˋʣを用い，それͧれの花茎に対
して (Aೱ度 100QQm ༹ӷを୤ࢷ໖
でృ෍した。供試株は，લ೥ळقに開
花ࡁみの着葉数 8～ 10 枚の 3.5 号鉢
株で，3月に所定のステージにୡした
とこΖで供試し，いずれも 1週間͝
とに(Aを 4回処理した。
(A処理開始は「花茎発ੜ時」とし

た৔߹，80ˋ以上の株が花茎の伸長
をఀࢭし開花にࢸらなかった。それに
対して，「花茎長�1 ～ 2cm 時」では
花茎が，「花茎長 3～ 12cm時」では
花序がよく伸長し，いずれも無処理と
比べて 10cm程度長くなった。また，
花の大きさとして花ඃยの໘ੵを比
ֱすると，(A処理によって花の大き
さがやや小さくなる傾向がೝめられ，

(A処理の開始が遅いとその傾向がڧ
まった。(A処理を行った区では，6
月上中०に௚径 5～ 10mm程の蕾で
མ蕾が࡯؍されたが，その発ੜ཰は
(A処理の開始が遅いとߴ཰になった
( 表 -1)。
以上より，(A処理の開始は「花茎

長 1～ 2cm時」が適切であり，花茎
を伸͹すޮՌが期଴できる。しかし，
花がやや小ܕԽする傾向がみられ，མ
蕾も発ੜしやすくなったので，1週間
毎に 4回の処理では処理回数がଟա
͗たと考えられた。

Թૺ۰時のߴ (2) (A 処理と開花

試験区は，花茎を伸͹す໨తで行う
(A処理の༗無，冷房処理は௨ৗのํ
๏である「࿈ଓ冷房」ʢ毎日冷房ʣと
Թૺ۰させる「間ܽ冷房」(10ߴ 日間
冷房ɾ4日間無冷房 ) のいずれかとし，
これら 2水準を૊み߹Θせて 4処理

区を設͚た。供試株は，台湾産で着葉
数 8～ 10 枚の 3.5 号鉢苗とし，冷房
処理は苗が到着した翌 5月 20 日より
開始した。
苗が所定のステージにୡしたとこ

Ζで供試し，(A 処理は，長さ 1 ～
2cmの花茎に対してೱ度 100QQmの
༹ӷを 6月 21 日および 28 日の྆日
にϋϯυスϓϨーで株当たり 0.5m-
Թૺ۰させる「間ܽ冷房」ߴ。෍したࢄ
は，「冷房ࣨ」10日間ɾ「無冷房ࣨ」4
日間のαΠΫϧとし，྆ࣨ間で供試株
のҠಈを܁りฦした。「冷房ࣨ」はΤ
Ξίϯでன間 25ˆɾ໷間 18ˆに੍ޚ
し，「無冷房ࣨ」は冷房ࣨと同࢓様の
Ψϥスࣨでࣗવؾ׵を行いԹ度はなり
Ώきとした。
「間ܽ冷房」は「࿈ଓ冷房」よりも

発蕾ɾ開花の所要日数がएׯ短ॖさ
れ，花序も短くなり，花が小ܕԽした。
一ํ，(A処理を行うことによってい

　⾲-�　*$ฎ⌮開始ࢪ࣮ࢸࢫの違いと開ⰼࡧࡼ࠾ရ㉁
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表 -�　(A処理開始ステージの違いと開花および品質
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ずれも花茎が長くなった ( 表 -2)。(A
の処理ํ๏については，୤ࢷ໖による
ృ෍ 4回からϋϯυスϓϨーによる
෍ࢄ 2回にมߋしたとこΖ，処理が
༰қとなりམ蕾および花の小ܕԽと
いったݱ৅もみられなかった ( ਤ -4)。

2. ϕϯジϧΞϛϊϓϦϯ
処理

(�) ౙ季における BA 処理と開花

BA 処理は，「ϕϯジϧΞσχϯӷ
)「ࡎ ϕϯジϧΞϛϊϓϦϯ�3.0ˋ )
を用いた。༧උత試験で BAの処理ೱ
度をݕ౼した݁Ռ，50QQmでは花序
先端の花がやや小さくなり，10QQm
では花数増加のޮՌが小さかった。

そこで，花数増加させるためにೱ度
は 30QQm に定め，BA ༹ӷはϋϯ
υスϓϨーで花序先端部へ株当たり
0.5m-ࢄ෍することとした。
試験区は，BA処理時の花序ステー

ジとして ň第 4 花発蕾ŉ，ň第 9 花発
蕾ŉ の 2水準に，BA処理の༗無を૊
み߹Θせて 4処理区を設͚た。BA処
理は 2月 1日から開始し，1週間毎に
計 7 回ࢄ෍した。供試株は，લ೥ळ
みで着葉数8～10枚の3.5ࡁに開花ق
号鉢株とし，2月に所定のステージに
ୡしたとこΖで供試した。「第 4花発
蕾」および「第 9花発蕾」ステージ
でBA処理を 7回行うと，無処理に比
べて「花数」がそれͧれ 4.9 および 7.5
輪増加し，「花序長」はそれͧれ 24.8
および34.9cm長くなった(ਤ-5)。「花

茎長」への影響はみられず，花の大き
さは BA処理によってやや小さくなっ
た。
࣍に，花序ステージ「第 7花発蕾」

の株を用いて，BA処理回数の影響を
ௐべた。先ड़と同様，BA処理は 2月
1 日から 1 週間毎に 0，1，5 および
10回行う 4処理区を設͚て࣮ࢪした。
BA処理を0，1，5および10回行うと，
「花数」はそれͧれ�9.8，9.8，13.5
および�21.5 輪，「花序長」はそれͧ
れ 36.9，38.0，61.0 および 82.5cm
となった ( ਤ -6)。BA 処理が 7 回以
上になると，ಶఱがଓいた 4月上०
に௚径 2～ 4�mm程度の一部の蕾で
ϒϥスνϯά，すなΘͪ，༤ずいおよ
びࣁずいܗ੒時期にಛҟతな花ܗ׭ث
੒のఀࢭが発ੜした。
ここで，ϒϥスνϯά発ੜのݪҼを

γϯΫとιースのόϥϯスで考えてみ
たい。ιース׭ثはޫ߹੒を行う葉に
ほ΅ݶ定されるのに対して，γϯΫث
。はੜ৩੒長期にはओに花蕾である׭
したがって，BA処理によってγϯΫ
である花蕾が増えたにもかかΘら׭ث
ず，ಶఱ ( ऑޫ৚݅ ) によってޫ߹੒
産෺の分഑がෆ଍した。その݁Ռ，一
部の蕾においてϒϥスνϯάが発ੜし
たものとਪ࡯される。
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ずれも花茎が長くなった ( 表 -2)。(A
の処理ํ๏については，୤ࢷ໖による
ృ෍ 4回からϋϯυスϓϨーによる
෍ࢄ 2回にมߋしたとこΖ，処理が
༰қとなりམ蕾および花の小ܕԽと
いったݱ৅もみられなかった ( ਤ -4)。

2. ϕϯジϧΞϛϊϓϦϯ
処理

(�) ౙ季における BA 処理と開花

BA 処理は，「ϕϯジϧΞσχϯӷ
)「ࡎ ϕϯジϧΞϛϊϓϦϯ�3.0ˋ )
を用いた。༧උత試験で BAの処理ೱ
度をݕ౼した݁Ռ，50QQmでは花序
先端の花がやや小さくなり，10QQm
では花数増加のޮՌが小さかった。

そこで，花数増加させるためにೱ度
は 30QQm に定め，BA ༹ӷはϋϯ
υスϓϨーで花序先端部へ株当たり
0.5m-ࢄ෍することとした。
試験区は，BA処理時の花序ステー

ジとして ň第 4 花発蕾ŉ，ň第 9 花発
蕾ŉ の 2水準に，BA処理の༗無を૊
み߹Θせて 4処理区を設͚た。BA処
理は 2月 1日から開始し，1週間毎に
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および34.9cm長くなった(ਤ-5)。「花

茎長」への影響はみられず，花の大き
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および�21.5 輪，「花序長」はそれͧ
れ 36.9，38.0，61.0 および 82.5cm
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ほ΅ݶ定されるのに対して，γϯΫث
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である花蕾が増えたにもかかΘら׭ث
ず，ಶఱ ( ऑޫ৚݅ ) によってޫ߹੒
産෺の分഑がෆ଍した。その݁Ռ，一
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(2) 夏季における BA 処理時の花序
ステージと開花

BA の処理適期を明らかにするた
め，様々な花序ステージで処理を行っ
た。試験区は，花序の中で肉眼で分か
る花蕾数を花序ステージとして表し，
「5花蕾」から「10 花蕾」まで一つず
つ花蕾を増加させる 6水準の処理区
に，無処理の対照区を加えて 7区設
定した。BA処理は，いずれも所定の
ステージから開始して 1週間毎に計 3
回の処理とした。供試株は台湾産の花
茎付き航空便苗 ( 葉数 9～ 11 枚，花
茎長 8cm 程度，3.5 号鉢 ) とし，苗
が到着した翌 7月 27 日から冷房処理
を行い，9～ 10月に開花させた。
無処理の対照区では，第 1花開花

日が 9月 26 日，それから第 5花開花
までに 13.4 日，「第 5 花～第 10 花」
の開花には 24.4 日，「第 10 花～先端
花」の開花には 21.8 日を要した。花
序当たり総花数は13.9輪であった(表
-3)。「第 1花～第 5花」の開花までの
所要日数は，いずれの処理区も 13 ～
14 日で区間に差がみられなかった。
花茎長および第 1花の大きさ ( 横径，
縦径 ) についても，区間で差がみられ
なかった。
「第 5花～第 10花」の所要日数は，

花序ステージで 5花蕾から 8花蕾の
区が対照区よりも 1～ 2 日短い傾向
であった。処理開始の花序ステージが
遅くなるにつれて，「第 10 花～先端
花」の所要日数が増加すると同時に，
花数および花序長も増える傾向がみら
れた。第 10 花の大きさは，横径につ
いては対照区と比べて 10 花蕾区が小
さく，縦径については 6花蕾以上の
区が小さかった ( 表 -3)。
本試験の範囲では，BA処理開始時

の花序ステージが遅いほど，花数，花

序長および「第 10 花～先端花」の所
要日数が増加し，花序先端部の花が小
さい傾向であった。したがって，花の
大きさや開花所用日数への影響から判
断して，第 7 ～ 9 花発蕾時に BA 処
理を開始するのが適切と考えられる。

3. 株の大きさ・BA 処理
回数と日持ち性

伸長中の花序先端部に BA処理を行
うことで，着花蕾数は増加することが

　⾲-�　%$ฎ⌮時のⰼᗎࢪ࣮ࢸࢫの違いと開ⰼࡧࡼ࠾ရ㉁
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表 -3　BA処理時の花序ステージの違いと開花および品質

⾲-�　鉢サイズの違いと⏕⫱
鉢サイズ

㸦ྕ㸧

��� ��� F ���� G 7�� G

��� ��� F ���� F 7�� F
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判明した。しかしながら，花蕾数が増
えるとそれにԠ͡て株のෛ୲も大きく
なるので，日࣋ͪੑの௿Լがݒ೦され
る。そこでߴ， Թ期にग़ՙするܕ࡞で，
株の大きさやBA処理の回数をมえた
৔߹の花の඼࣭および日࣋ͪੑをௐࠪ
したʢ٢ాら�2020ʣ。

(�) 株の大きさと BA 処理回数Өڹ

供試株は，株の大きさがҟなる鉢α
Πζ 2.8，3.3，3.5 および 4.0 号鉢苗
の 4छྨで台湾産のະ開花株とした。
苗ಋೖ時2月16日の葉数については，
鉢αΠζが大きいとଟい傾向で，葉の
大きさʢ縦ɾ横ʣも鉢が大きいと大

きくなる傾向であった ( 表 -4，ਤ -7)。
BA処理は，5月から 1週間毎に行い，
3.3 号以Լの鉢は第 5花発蕾時，3.5
号以上の鉢は第 7花発蕾時からࢄ෍
することとし，BA処理の回数は，0，
3および 5回の 3छྨとした。
その݁Ռ，花数は鉢が大きいほどଟ

い傾向であった。その一ํで，いず
れの鉢αΠζでも BA処理が 3回で 2
～ 3輪，同 5回で 5～ 6輪程度増え，
BA処理よる花の増加数には鉢αΠζ
によるҧいはみられなかった ( 表 -5)。
なお，試験中にϒϥスνϯάは֬ೝさ
れなかった。
開花ޙの日࣋ͪௐࠪは，ؾԹ 25ˆ，

࣪度 60ˋ，照度 1
000MY，12 時間日
長のࣨ಺で 7月 12 日より開始した。
いずれの鉢αΠζにおいても，࠷もૣ
く花のҤれがىこったのはBA処理 5
回であった。無処理区とBA処理 3回
においては，大きい鉢ほどҤれ花の発
ੜが཈えられる傾向となった。2.8 号
鉢では水切れがසൟにىこり，Ҥれる
લに花หશମのுりがなくなる株が発
ੜした。3.3 および 3.5 号鉢において
花 1輪当たりの日࣋ͪ日数，すなΘͪ
ň日࣋ͪ日数ŉ × ň輪数ŉ の数஋で比ֱ
すると，BA処理の回数がଟいとその
日数はݮる傾向となった。༗ҙ差はೝ
められないが，4.0 号鉢でも BA処理
5回ではݮる傾向となった (表 -5)。

における株の大きさとظԹߴ (2)
BA 処理回数のӨڹ

試験区は，株の大きさとして 2.5 お
よび 3.5 号鉢苗の 2छྨ，BA処理回
数は 0，3 および 5 回の 3 ௨りとし，
これらを૊み߹Θせて 6試験区を設
͚た。供試株は台湾産の花茎付き苗と
し，4月 25 日に苗をೖखޙ，開花ま
で冷房処理を行った。ೖख時の葉数は
2.5 号鉢苗が 5～ 6葉，3.5 号鉢苗が
8～ 9 葉であった。BA処理は 2.5 号
鉢苗が 5花蕾，3.5 号鉢苗が 7花蕾の
時に開始した。2.5，3.5 号鉢苗とも
に 5 月 8 日に 1 回໨を行い，2 回໨
以߱は 1週間毎に行った。
日࣋ͪௐࠪは，総花蕾数の 8ׂが

開花した株からॱ࣍開始した。日࣋ͪ
ௐࠪࣨは，Նقのফඅऀの؍৆ڥ؀を
૝定し，Թ度ٴび࣪度を੍ޚしなかっ

⾲-�　株の大きさ࣭%$ฎ⌮ᅇᩘࡀⰼᩘ࣭᪥ᣢ࡟ࡕཬࡍࡰᙳ㡪
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判明した。しかしながら，花蕾数が増
えるとそれにԠ͡て株のෛ୲も大きく
なるので，日࣋ͪੑの௿Լがݒ೦され
る。そこでߴ， Թ期にग़ՙするܕ࡞で，
株の大きさやBA処理の回数をมえた
৔߹の花の඼࣭および日࣋ͪੑをௐࠪ
したʢ٢ాら�2020ʣ。

(�) 株の大きさと BA 処理回数Өڹ

供試株は，株の大きさがҟなる鉢α
Πζ 2.8，3.3，3.5 および 4.0 号鉢苗
の 4छྨで台湾産のະ開花株とした。
苗ಋೖ時2月16日の葉数については，
鉢αΠζが大きいとଟい傾向で，葉の
大きさʢ縦ɾ横ʣも鉢が大きいと大

きくなる傾向であった ( 表 -4，ਤ -7)。
BA処理は，5月から 1週間毎に行い，
3.3 号以Լの鉢は第 5花発蕾時，3.5
号以上の鉢は第 7花発蕾時からࢄ෍
することとし，BA処理の回数は，0，
3および 5回の 3छྨとした。
その݁Ռ，花数は鉢が大きいほどଟ

い傾向であった。その一ํで，いず
れの鉢αΠζでも BA処理が 3回で 2
～ 3輪，同 5回で 5～ 6輪程度増え，
BA処理よる花の増加数には鉢αΠζ
によるҧいはみられなかった ( 表 -5)。
なお，試験中にϒϥスνϯάは֬ೝさ
れなかった。
開花ޙの日࣋ͪௐࠪは，ؾԹ 25ˆ，

࣪度 60ˋ，照度 1
000MY，12 時間日
長のࣨ಺で 7月 12 日より開始した。
いずれの鉢αΠζにおいても，࠷もૣ
く花のҤれがىこったのはBA処理 5
回であった。無処理区とBA処理 3回
においては，大きい鉢ほどҤれ花の発
ੜが཈えられる傾向となった。2.8 号
鉢では水切れがසൟにىこり，Ҥれる
લに花หશମのுりがなくなる株が発
ੜした。3.3 および 3.5 号鉢において
花 1輪当たりの日࣋ͪ日数，すなΘͪ
ň日࣋ͪ日数ŉ × ň輪数ŉ の数஋で比ֱ
すると，BA処理の回数がଟいとその
日数はݮる傾向となった。༗ҙ差はೝ
められないが，4.0 号鉢でも BA処理
5回ではݮる傾向となった (表 -5)。

における株の大きさとظԹߴ (2)
BA 処理回数のӨڹ

試験区は，株の大きさとして 2.5 お
よび 3.5 号鉢苗の 2छྨ，BA処理回
数は 0，3 および 5 回の 3 ௨りとし，
これらを૊み߹Θせて 6試験区を設
͚た。供試株は台湾産の花茎付き苗と
し，4月 25 日に苗をೖखޙ，開花ま
で冷房処理を行った。ೖख時の葉数は
2.5 号鉢苗が 5～ 6葉，3.5 号鉢苗が
8～ 9 葉であった。BA処理は 2.5 号
鉢苗が 5花蕾，3.5 号鉢苗が 7花蕾の
時に開始した。2.5，3.5 号鉢苗とも
に 5 月 8 日に 1 回໨を行い，2 回໨
以߱は 1週間毎に行った。
日࣋ͪௐࠪは，総花蕾数の 8ׂが

開花した株からॱ࣍開始した。日࣋ͪ
ௐࠪࣨは，Նقのফඅऀの؍৆ڥ؀を
૝定し，Թ度ٴび࣪度を੍ޚしなかっ
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二村：ジベレリン、ベンジルアミノプリンの利用によるコチョウランの品質向上　��

た。੖ఱ日の日中はࣗવؾ׵を行い，
ࣗવޫにより照度が 500～ 1000MY と
なる৔所に株を഑ஔした。7～ 9月は
ࣨ಺のؾߴ࠷Թが 30ˆ以上となった。
花数は，2.5，3.5 号鉢苗のいずれ

も BA処理回数がଟいほど増加した。
花の横径については，2.5�号鉢苗では
BA処理の 3回および 5回区が 0回区
ʢ無処理区ʣよりも小さくなり，3.5
号鉢苗では差がみられなかった。ϒϥ
スνϯάは，2.5 号鉢苗の BA処理区
において総花蕾数の 14ˋで発ੜした
が，3.5 号鉢苗では BA処理 3回区の
み 1ˋで発ੜしたʢ表 -6ʣ。
日࣋ͪ日数は，2.5 号鉢苗では無処

理区より BA 処理 3 および 5 回区で
গなくɺ3.5 号鉢苗では BA処理 3お
よび 5 回区でଟくなった。花 1輪当
たりの日࣋ͪ日数は，2.5 号鉢苗では
無処理区よりも 3および 5回区がগ
なく，3.5 号鉢苗では区間に༗ҙ差が
ೝめられなかった ( 表 -6)。花のҤれ
については，2.5�号鉢苗で BA処理の
回数がଟいほどૣくҤれたが，3.5 号
鉢苗ではҤれの開始時期にݦஶな差が
みられず，શ花がҤれる時期は遅く
なった。2.5 号鉢苗のように小さい株
に対するBA処理はߴԹ期の؍৆期間
を短くしたが，3.5 号鉢苗の৔߹には
。৆期間をԆ長させる݁Ռとなった؍

·とΊ

Ӧརੜ産৔໘において২෺੒長ௐ੔
の(A，BAをར用するίνϣ΢ϥࡎ
ϯの඼࣭向上ٕज़を開発したʢਤ -8ʣ。
(A は，花ժ分Խલの長さ 1 ～

2cmの花茎に対して，ೱ度 100QQm
でࢄ෍するとे分な伸長ޮՌがಘら
れ，(A の 2 回処理で花茎長を 6 ～
8cm長くすることができる。
BAは，伸長中の花序先端部にೱ度

30QQmでࢄ෍するとίνϣ΢ϥϯの
花蕾数を増加させる࡞用がある。BA
処理開始のλΠϛϯάは，ޙ࠷の௖花
が花ժ分Խをऴえてしまうલ，すなΘ
ͪ「ʢࣗવ開花時の総花数ʣʵ̐」程
度の数の花蕾が肉眼でݟえるときが適
当である。
一ํ，BA処理により株のڐ༰範囲

を௒えて花蕾数を増加させると，花の
日࣋ͪੑを௿Լさせる݁Ռがࣔされた
ので஫ҙがඞ要である。なお，ϕϯジ
ϧΞσχϯӷࡎの೶ༀొ࿥は 2019 ೥
12 月 4 日にίνϣ΢ϥϯへも֦大さ
れた。

ँɹࣙ

本ߘで঺հしたڀݚの一部は，೶ྛ
水産লҕୗϓϩジΣΫτڀݚ「ऩӹྗ
向上のためのڀݚ開発」のうͪ「ࠃ産

花きのڝࡍࠃ૪ྗڧԽのためのٕज़開
発」ʢ2015 ～ 2019 ೥度ʣにより࣮ࢪ
されたものである。
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ηϯλʔڀݚज़ٕۀ೶ݝۄ࡛
৔ݧࢼҪۄ

୮໺　࿨޾

͸͡Ίに

ۙ೥，࡛ݝۄの加ਢࢢ，本ঙࢢのะ
৔やඇ೶ߞ஍において，άϦϗαーτ
に఍ੑ߅とみられるΦώγόʢEleusine 

indicaʣが֬ೝされており，໰୊となっ
ているʢਤ -1ʣ。άϦϗαーτは，২
෺のҡ؅ଋ中のᝲ部をհしてਁಁҠ行
し，২෺のੜଘにඞਢであるγΩϛࢎ
࿏中のॏ要な߬ૉܦ࿏という୅ँܦ
である&1414 に݁߹し，ػೳを્֐
することで২෺をࢮރさせるʢ෌Ӭ�
2015ʣ。Φώγόにおいては，άϦϗ
αーτのඪత分ࢠである&1414のΞϛ
ϊࢎมҟやʢ'SBOcJ�et al.�2020，:V�et 

al.�2015ʣ，EPSPS Ҩ఻ࢠのసࣸྔが増
加することによる఍ߏػੑ߅がใࠂさ
れているʢ(IFSFLIMPP�et al.�2017ʣ。

಺Ͱ֬ೝさΕͨάϦݝۄ࡛
ϗαーτ఍߅性Φώγό

छ࠾をࢠ஍ะ৔からΦώγόछݱ
し，άϦϗαーτのޮՌについてௐࠪ
したとこΖ，いずれのݸମ܈に対して
もάϦϗαーτΧϦ΢ϜԘのޮՌが小
さく，఍ݸੑ߅ମがଟくؚまれると考
えられた。一ํで，ジΫϫοτɾύϥ
ίーτ，ϑϧΞジϗοϓ 1，άϧϗγ
ωーτ౳のάϦϗαーτ以֎の供試আ
૲ࡎでは，શݸମがࢮރしたため，࠾
छしたΦώγόのάϦϗαーτ఍ੑ߅
ではなく，άϦϗੑ߅఍ࡎは，ଟߏػ
αーτにಛҟతな఍ੑ߅であるՄೳੑ
がߴいと考えられたʢਤ -2ʣ。

άϦϗαーτ఍ੑ߅であると考えら
れたݸମの EPSPS Ҩ఻ࢠの部分഑ྻ
をγーΫΤϯスղੳし，ΞϝϦΧࠃ
ཱੜ෺ֶ޻৘ใηϯλーʢ/$B*ʣか
らऔಘしたطใのάϦϗαーτײड
のΦώγόのܕੑ EPSPS Ҩ఻ࢠ഑ྻ
とΞϥΠϯϝϯτすると，4BJ@2 で
は，&1414 λϯύΫ࣭の 102 ൪໨の

τϨΦχϯがΠιϩΠγϯにஔ׵する
มҟʢ5102*
�A$5 ˠ A55ʣと，106
൪໨のϓϩϦϯがηϦϯにஔ׵するม
ҟʢ11064
�$$A ˠ 5$Aʣが֬ೝさ
れ，Πϯτϩϯ部分にも 5�CQ のૠೖ
があり，明らかにଞ࠾छ஍のΦώγό
とは༝དྷがҧうݸମ܈であると考えら
れたʢਤ -3ʣ。5102* と 11064 のม

にൃੜͨ͠άリϗαʔτݝۄ࡛
఍ੑ߅Φώγό

図 گ஍ʹお͚ΔΦώγόのൃ生ঢ়ݱ　�-
ʢAʣՃਢࢢʢ4BJ@������������7ʣʢBʣՃਢࢢʢ4BJ@�����������7ʣʢ$ʣՃਢࢢʢ4BJ@���
���������ʣʢ%ʣՃਢࢢʢ4BJ@������������7ʣ�ʢ&ʣຊঙࢢʢ4BJ@3����������4ʣ　ʢ'ʣຊঙࢢ
ʢ4BJ@4����������4ʣ　　

� �

図-̏� �ڱஏに͕͜ΖΨϐεώ͹൅ਫ਼য়ݳ
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�ࢤ �6DLB�������������� � ���

੓Ψϐεώ߇Ͳ֮೟͠ΗͪήϨϙγʖφఏ಼ݟۆ࡝

� झ͢ɾήϨϙγʖφ͹ްՎにͯ͏ͱ௒ࠬͪ͢と͞ΘɾࡀΝࢢஏา৖͖ΔΨϐεώझݳ

͏ͥΗ͹ݺର܊にଲ͢ͱ΍ήϨϙγʖφΩϨΤϞԚ͹ްՎ͗ঘ͚͠ɾఏ߇੓ݺର͗ଡ���
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আについては，ϒϥジϧでৄࡉなะ
৔試験が行Θれているʢ5BLBOP�et al.�
2018ʣ。このڀݚでάϦϗαーτ఍߅
ੑΦώγόに༗ޮであるとされている
আ૲ࡎのうͪ，日本でもొ࿥のあるも
のをྻڍすると，ϑϧϛΦΩαジϯ，
ϖϯσΟϝλϦϯ，4- ϝτϥΫϩー
ϧ，τϦϑϧϥϦϯ，ύϥίーτ，Ϋ
ϨτジϜ，άϧϗγωーτ，ϑϧΞジ
ϗοϓ，ητΩγジϜ，χίスϧϑϩ
ϯなどがある。本ڀݚではこれらのう
ͪ水ాܣ൞に೶ༀొ࿥があるࡎを供試

し，いずれも༗ޮであったʢਤ -2ʣ。
しかし，άϧϗγωーτにؔしては，
୯ಠ処理では఍ੑ߅の༗無にかかΘら
ずΦώγόへの๷আޮՌがෆे分な
�.されているʢ.PMJO�et alࠂがใྫࣄ
2013
�5BLBOP�et al.�2018ʣ。࡛ݝۄ
では，ݱ஍試験により౔৕処理ࡎと茎
葉処理ࡎを૊み߹Θせた๷আମܥのޮ
Ռが࣮ূされʢ小�2021ࢦʣ，試験を
もとに๷আྐྵʢ3月ࠒに%B/ࡎを౔
৕処理し，6月ࠒに%$.6およびά
ϧϗγωーτをࢄ෍し，9月ࠒにΩβ

ϩϗοϓΤνϧをࢄ෍ʣが࡞੒されて
いるʢ加ਢ೶ྛৼڵηϯλーɾ+Aほ
くさい�2021ʣ。ޙࠓは，)3A$ίーυ
のप஌をਤり，ಛ定のༀࡎによるબ୒
ѹが上がらないように，ෳ数の࡞用ػ
序をもつༀࡎを૊み߹Θせたମܥをී
。していくඞ要があると考えられるٴ

Ҿ༻จݙ
BSFFEFO
�(.,.� BOE� +.B.�BSPTOBO�2019.�
(PPTFHSBTT� (Eleusine indica).�5VSGHSBTT�
4c J FOcF � B U � U IF � 65 � *O T U J U V U F � P G�

生理生態 環境 概要 防除との関連 参考文献

温度

・20～40℃で発芽。25-35℃程度で発芽率が最大となる
・5分間の処理であれば100℃程度の高温でも発芽能は
低下しない

埋土種子の発芽は適温であれば長期間続く

Ismail et al.  (2002),
Chauhan and Johnson (2008),
岩田・高柳 (1974)

水分
メヒシバと比べて高水分条件(PF1.8)で発芽が多く，湛
水条件でもよく発芽する

湛水しても数日では枯死しない。これが畦畔際

に多い理由かもしれない

岩田・高柳 (1974),
山本・大庭 (1976)

光
光の発芽への影響は種子の状態によってプラスにもマ

イナスにも働き，関係が不明瞭

温度のみでおおよその発生時期を予測できると

考えられる

Ismail et al.  (2002),
Chauhan and Johnson (2008),
岩田・高柳 (1974)

種子の深さ

・0～2cm程度の深さにある種子はよく発芽するが，よ
り下方の種子は発芽率がかなり少なく，10cm以下の種
子は発芽しない。

・0～10cm深の種子は2年弱で半減する。
・20cm深にある種子は2年後の生存率が80%

明渠の施工や畦塗り作業等を介して種子が広い

土層に分布するようになった場合，畦畔際から

長期間発生し続ける可能性がある

Ismail et al.  (2002),
Chauhan and Johnson (2008),
Chuah et al.  (2004)

休眠

・種子形成直後は休眠が浅く，好適な水分と温度条件

があればすぐ発芽する

・乾燥状態が長期間続くほど休眠が深くなり，打破す

るにはそれに応じた低温要求を満たす必要がある

・低温要求を満たさなくても物理的に種皮に傷が付け

ば吸水・発芽する

・好適条件にある種子間でも発芽のタイミングには2ヶ
月程度のばらつきがある

当年産の種子もある程度発芽すると考えられ

る。また，農作業時に種皮に傷がつくと発芽す

る可能性がある

Kanzler and van Staden
(1983),
岩田・高柳 (1974),
山本・大庭 (1976)

熟度
緑色の未熟種子の発芽率は極めて低く，好条件でも20%
に満たない

出穂直後くらいまでの防除なら密度低減効果が

ある可能性がある
岩田・高柳 (1974)

発生時期
春の終わりに発生した個体でも，穂をつけながら秋の

終わりまで成長を続ける
発生期間中，継続的に防除する必要がある Breeden and Brosnan (2019)

グリホサート抵抗性

のコスト

TIPS型抵抗性変異は極めて高いグリホサート耐性を持
つが，成長速度や種子生産量などの自然競争力は低下

し，グリホサート非処理下では淘汰されやすい

グリホサート系以外で防除すれば密度は減りや

すいと考えられる
Han et al . (2017)

温度
温度が高いほど出穂が早まり，15℃一定で播種から85
日，20℃で55日，30℃で45日程度を要する

発芽が連続することを考えると，9月くらいまで
は防除が必要と考えられる

中谷・草薙 (1991)

光
光量に応じて種子生産は増加するが，出穂期の早晩と

日長は無関係
温度で出穂を予測できると考えられる 中谷・草薙 (1991)

斑点米カメムシ オヒシバの穂でアカスジカスミカメが増殖する イネ出穂期の防除には注意が必要 長澤・樋口 (2008)

アレロパシー
イネの稈，オクラの莢，ネピアグラス茎葉などのすき

こみで発芽率や生育を大幅に減少させる効果がある
輪作体系次第で低減効果が期待できる

Chuah et al . (2011), Ismail et
al . (2015)

種子の発芽

発芽後の生育

出穂と登熟

他生物との関係

表-1 オヒシバの⽣理⽣態と防除との関連表��　Φώγόの生理生ଶと๷আとのؔ࿈
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TIPS型抵抗性変異は極めて高いグリホサート耐性を持
つが，成長速度や種子生産量などの自然競争力は低下

し，グリホサート非処理下では淘汰されやすい

グリホサート系以外で防除すれば密度は減りや

すいと考えられる
Han et al . (2017)

温度
温度が高いほど出穂が早まり，15℃一定で播種から85
日，20℃で55日，30℃で45日程度を要する

発芽が連続することを考えると，9月くらいまで
は防除が必要と考えられる

中谷・草薙 (1991)

光
光量に応じて種子生産は増加するが，出穂期の早晩と

日長は無関係
温度で出穂を予測できると考えられる 中谷・草薙 (1991)

斑点米カメムシ オヒシバの穂でアカスジカスミカメが増殖する イネ出穂期の防除には注意が必要 長澤・樋口 (2008)

アレロパシー
イネの稈，オクラの莢，ネピアグラス茎葉などのすき

こみで発芽率や生育を大幅に減少させる効果がある
輪作体系次第で低減効果が期待できる

Chuah et al . (2011), Ismail et
al . (2015)

種子の発芽

発芽後の生育

出穂と登熟

他生物との関係

表-1 オヒシバの⽣理⽣態と防除との関連表��　Φώγόの生理生ଶと๷আとのؔ࿈

୮໺：࡛ݝۄにൃੜͨ͠άリϗαʔτ఍ੑ߅Φώγό　��
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�B.4.�BOE�%.&.� +PIOTPO�2008.�

(FSmJOBUJPO� FcPMPHZ� PG� HPPTFHSBTT�
(Eleusine indica)�� BO� JmQPSUBOU� HSBTT�
XFFE�PG�SBJOGFE�SJcF.�8FFE�4cJ.�56(5)
�
699-706.

$IVBI
�5.4.�et al.�2004.�$IBOHFT� JO�TFFE�
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HPPTFHSBTT�(Eleusine indica�<-.>�(BFSUO.).�
8FFE�BJPM.�.BOBH.�4(2)
�114-121.

$IVBI
� 5.4.� et al.� 2011.� AMMFMPQBUIJc�
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HSPXUI�PG�HPPTFHSBTT� (Eleusine indica -.�
(BFSUO)�XFFE.�AMMFMPQBUIZ�+.�27(1)
�33-
42.

'SBOcJ
� +.� et al.�2020.�(FOFUJc�EJWFSTJUZ�
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TFRVFTUSBUJPO��UIF�IPSTFXFFE�HMZQIPTBUF�
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4cJ.�66(4)
�345-348.

(IFSFLIMPP
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�3031-3042.
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�269-274.

૲の発ࡶ༄ൟ�1974.�ओ要ാՆߴอɾؠాؠ
ժੑ ڀݚ૲ࡶ�. .�17
�33-38.
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� A� BOE� WBO� +.� 4UBEFO4FFE
�
1984.�4FFE�HFSmJOBUJPO� JO�HPPTFHSBTT�
(Eleusine indica).�4.�AGS.�+.�BPU.�3
�108-
110.
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๷আମܥについて 
の২෺๷Ӹ�146ۄ࡛�.�
14-18.

.PMJO
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�474-487.

中୩ࢠܟɾ૲ಽಘ一�1991.�ओ要ാՆࡶ૲の
ੜҭಛੑ 
�ಛにग़ึɾ着蕾にٴ΅す日長お
よびԹ度৚݅の影響 �74
(1)�36ڀݚ૲ࡶ�.-
81.�

長ᖒ३඙ɾඉޱത໵�2008.�ΠωՊࡶ૲のึ
による࠾ཛとίϜΪ༮苗を用いたΞΧスジ
ΧスϛΧϝのࣂҭ๏ .�日本Ԡ用ಈ෺ࠛ஬ֶ
ձ(1)�52ࢽ
�1-6.

5BLBOP
� ).,.� e t  a l .� 2018.� $IFmJcBM�
cPOU SP M � P G � H MZQIPTB UF - SFT J T UBO U�
HPPTFHSBTT.��1MBOUB�%BOJOIB�36
�1-10.

୮໺࿨ݝۄ࡛�.�2021޾಺のΦώγόにみら
れたάϦϗαーτ࡞用఺఍ੑ߅ �ڀݚ૲ࡶ�.
66(1)
�11-15.

෌Ӭୡ�2015.ࡶ�૲のάϦϗαーτ఍ੑ߅の
ਐԽとそのߏػ�( ಛूࡶ�૲のআ૲ࡎ఍߅
ੑ ).�೶ۀおよびԂܳ�90(1)
�126-133.

࠿本ହ༝ɾ大ఉಪ༤�1977.�ാ஍かΜがいࢁ
ഓにお͚るࡶ૲発ੜੜଶと๷আ�第�3�ใࡶ�
૲छࢠのٳ຾֮੧にٴ΅す౔৕水分の影
響 �29-33
(1)�22ڀݚ૲ࡶ�..

:V
�2.�et al.�2015.�&WPMVUJPO�PG�B�EPVCMF�
BmJOP � Bc JE � TVCT U J UV U JPO � JO � UIF�
5-FOPMQZSVWZMTIJLJmBUF-3-QIPTQIBUF�
TZOUIBTF� JO�Eleusine indica� cPOGFSSJOH�
IJHI-MFWFM�HMZQIPTBUF�SFTJTUBOcF.�1MBOU�
1IZT.�167(4)
�1440-1447.
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ੈքでは，Ԥถを中৺とした༗ػ৯඼ࢢ৔の޿がりに൐い，
2018 ೥には，71.5 ඦສ IB，શߞ஍໘ੵの໿ 1.5� で༗ػ೶
が行Θれている。これは，1999ۀ ೥から比べると໿ 6.5 ഒの
औ૊໘ੵの֦大である。Ԥभॾࠃでの֦大がߴい一ํ，ΞϝϦ
Χや中ࠃは௿く 1�にຬたない。
Θがࠃでは，2009 ೥から 2018 ೥の間に༗ػ೶ۀのऔ૊໘

ੵは 45�，そのうͪࡍࠃతに行Θれている水準をຬたす「༗
ػ +A4 ೝূをऔಘしている೶஍」も 20ˋ増加しているが，ޙ
ऀはߞ஍໘ੵの 0.2ˋの໿ 11 ઍ IB にա͗ない。੓෎は 2050
೥までにΦーΨχοΫࢢ৔を֦大しつつ，ߞ஍໘ੵに઎める༗
のऔ૊໘ੵのׂ߹をۀ೶ػ 25ˋʢ100 ສ IBʣへの֦大を໨ඪ
に上͛ている。

ੈքの༗ػ೶ۀでは，ాാやथԂ஍は҆定తに໘ੵが֦大し
ており，ۙ೥Ӭ೥૲஍の֦大がݦஶである。一ํ，Θがࠃでは
Ԥถに比べてాാのׂ߹がߴく，૲஍のׂ߹が௿く，஡ാが
13ˋを઎め，ۙ೥その໘ੵが大きく֦大している。
2018 ೥度にࠃ಺で༗ػ +A4 ೝূをऔಘした೶産෺は೥間

໿ 7ສτϯで，うͪ໺ࡊが 66�，ถは 12ˋであるが，ࠃ಺の
೶産෺総ੜ産ྔのうͪ༗ػ೶産෺が઎めるׂ߹は，໺ࡊは໿
0.4�，ถやഴ，Ռ࣮は 0.1�程度に対し，஡は 6ˋを௒え，大
౾も 0.54ˋとなっている。�ւ֎から日本に༌ೖされる༗ػ೶
産෺は೥間໿ 5ສτϯʢࠃ಺֨付͚数ྔの໿ 7ׂʣで，大౾
とՌ࣮がա൒を઎めている。
ʢ༗ػ೶ۀをめ͙る৘੎ɹྩ࿨̎೥9月ɹ೶ڥ؀ۀ対ࡦ՝ʣɹɹ�ʢ,.�0ʣ

ද�2ɹ༗ػ +A4 ೝূऔಘ೶࢈෺の֨෇ঢ়گ

ీ ෕௪ീ धԄஏ ணീ ૴ஏ
΢νϨΠ ����� ���� ��� 4� �� ʖ ��
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ೖຌ ����̏ʥ ��� �� 4� 4 �� �

නʖ̏ɻ੊ֆ͹༙ؽ೸ۂ͹खૌ໚੷ʤ����೧ʥ
ۂ೸ؽ༙
໚੷એKD

ஏ໚੷Ͷߠ
ઐΌるˍ

໚੷Ͷଲするஏ໪พˍʤ����೧̐ʥʥۂ೸ؽ༙
໌ ࠅ

̏ʥ༙ؽ-A6をखಚ͢ͱ͏る໚੷のΊܯ৏ɽ̐ʥΠϟϨΩͺ����೧のυʖνɽ೸ڧ؂ۂଲࡨ՟ࡠ੔͖ΔӀ༽ɽ

֪෉਼͜ྖ
ʤͅʥ ˠ߻A6のׄ-ؽ༙
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ˠ ֦ۢ෾Ͷ͕͜る಼ࠅ૱ਫ਼ྖࢊͶଲする༙ؽ-A6֪෉਼ྖのׄ߻

නʷ�ɻ༙6$-ؽ೟ৄखಚ೸ࢊ෼͹֪෉য়ڱ

ۢ෾
૱ਫ਼ྖࢊ
ʤͅʥ

෼のࢊ೸ؽ༙
ۢ෾พׄ߻
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໺ࡊのՖ　��

γϡϯΪΫʢֶ໊ G leb ionis c or onar ia，ӳ໊ (BSMBOE�
cISZTBOUIFmVmあるいは $SPXO�EBJTZ などʣは，஍中ւ
Ԋݪ؛産のϋφκϊγϡϯΪΫのมछとされる。౦ΞジΞを
。༝して，日本へはࣨொ時୅に౉དྷしたと考えられているܦ
以དྷ，すきমきや水ਬき౳のುྉ理にܽかせないౙの৯ࡐと
してશࠃの౎߫ۙࢢでੜ産されてきた。その໊࢒なのか，ۙ
೥のγϡϯΪΫのੜ産ঢ়گをみても，1Ґɿ大ࡕ෎ʢऩ֭ྔ
3
250�Uʣ，2Ґɿઍ葉ݝʢ同 2
740�Uʣ，3Ґɿ෱Ԭݝʢ同 2
450�
Uʣʢ೶ྛ水産ল�2020ʣなど，やはり౎ࢢ部やそのۙ߫での
ੜ産がଟい。また，γϡϯΪΫは，Χϧγ΢Ϝ，Χϩテϯ，
葉ࢎなどのӫཆՁのߴい྘ԫ৭໺ࡊであり，๕߳とほΖۤさ
をあΘせ࣋つことをಛ௃とする。
とこΖで，γϡϯΪΫを໺ࡊとしてར用するのは中ࠃ，Π

ϯυなどのΞジΞॾ͚ͩࠃであることをಡऀは͝ଘͩ͡Ζう
か。Ϥーϩούではもっͺら؍৆用の花きとして࠿ഓされる
らしい。
໺ࡊとして࠿ഓする৔߹，γϡϯΪΫはओに葉が৯用部Ґ

となることから，花を着ੜさせないことがٻめられるため，
一ൠのํがγϡϯΪΫの花を໨にするػձはগないかもしれ
ない。しかし，࠿ഓにはछࢠがඞ要である。とりΘ͚，γϡ
ϯΪΫのछࢠは発ժが͹らつきやすく，発ժ཰も௿い。
そこで，छࢠの඼࣭は，開花時期のڥ؀にࠨӈされると考

えて，ஶऀがྑ࣭なछࢠを࠾छするために行ってきた݁ڀݚ

Ռの一部をަえながら，ීஈは஫໨されることがগないγϡ
ϯΪΫの花とछࢠ஫ʣについて؆୯に঺հする。
γϡϯΪΫは「य़に࡙く٠」というҙຯから「य़٠」と໊

付͚られ，ؔ ੢では「ࡊ٠ʢΩΫφʣ」とݺ͹れることがଟい。
य़に開花することから，γϡϯΪΫの花ժܗ੒に対する日長
൓Ԡは長日ੑである。その上，छࢠόーφϦθーγϣϯのੑ
࣭も༗する。そのため，まͩؾԹの௿いय़قに೻छすれ͹，
その௚ޙからछࢠが௿ԹײԠし，さらにߴԹ長日となる৚݅
にૺ۰しやすいことから，நͩいɾ開花がਐみやすい。۩
ମతには，Ϗχϧϋ΢ス಺で 3月Լ०に೻छした৔߹，໿ 2
έ月で開花するʢਤ -3ʣ。
γϡϯΪΫの花のܗଶは，ΩΫՊಛ༗の಄ঢ়花序といΘれ
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ずい͚ͩで༤ずいをもたないࣁ 1枚の大きな花หがಛ௃の
ઉঢ়花，पԑ部以֎には，ࣁずいɾ༤ずいをあΘせ࣋つ౵ঢ়
花ʢ؅ঢ়花ともいうʣとݺ͹れる小花をもつʢਤ -6ʣ。これ
らの֤小花に 1つずつछࢠができる。
では，1つのू߹花にどれ͚ͩの小花が࡙くのͩΖうかʁ

ஶऀがௐࠪしたとこΖ，花চ部の௚径が 2�cm程度のγϡϯ
ΪΫとしては比ֱత大きなू߹花からछࢠが 350 ཻ程度࠾
छできた。つまり，ઉঢ়花と౵ঢ়花を߹Θせてそれくらいの
小花数になると考えてよい。
γϡϯΪΫは，伸長したओ茎の先端に 1൪花となるू߹

花を，そのԼҐの葉ᡫから 2൪花，さらにԼҐから 3൪花
と着ੜさせ，そのॱ൪に花も小さくなるʢਤ -7ʣ。֤ू߹花
からछࢠを࠾औしてみると，1൪花から࠾औしたछࢠは，छ
ではࢠかった。しかし，2൪花のछڧの伸長の੎いがࠜࢠ 3
൪花のछࢠよりもछࠜࢠの伸長の੎いがऑかったʢਤ -8ʣ。
このݱ৅について，ஶऀは，分Խ～੒長までの期間中，1൪
花と 2൪花の間でཆ分のڝ߹がىこり，2൪花よりもڝ߹の
影響のগない 3൪花のํがछࢠのྗ׆がߴくなるのではと
考えている。たͩし，4൪花以Լのू߹花では，花が小さく
ਖ਼ৗなछࢠはほとΜどなかった。

これまでのڀݚで，花চ部の大きなू߹花ほど大きなछࢠ
がよりଟく࠾छできることを֬ೝしているʢ࡚ࢁɹະ発表ʣ。
もͪΖΜ，1൪花が࠷も大きなू߹花となる。छࢠが大きい
ほど発ժ཰がߴくてੜҭがよいʢ�2001࡚ࢁʣことから，1
൪花に࣮ったछ͚ͩࢠを用いることにより，ྫえ͹増ऩのՄ
ೳੑなどについてূݕޙࠓしてみたいとࢥう。

ݙจߟࢀ
೶ྛ水産ল�2020.�ྩ࿨ 2೥産໺ࡊੜ産ग़ՙ౷計 .�しΎΜ͗く .�IUUQT���
XXX.F-TUBU.HP.KQ�TUBU-TFBScI�GJMFT QBHF�1�MBZPVU�EBUBMJTU�UPV
LFJ�00500215�UTUBU�000001013427�cZcMF�7�ZFBS�20200�m
POUI�0�UcMBTT1�000001032286�UcMBTT2�000001032933�UcMB
TT3�000001161149.�2022 ೥ 6月 21 日ΞΫηス .

Յج࡚ࢁ 2001.�γϡϯΪΫのछࢠの大きさのҧいがੜҭにٴ΅す影響 .�
ڀݚۀ೶ࠃ中ـۙ 101
�20-23.
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図 -7　γϡϯΪΫの開花ॱҐ
஫ʣ図தの਺ࣈ͸開花ॱҐΛࣔ͢ɻ

図 -�　開花ॱҐ͕ҟͳΔू߹花͔Βಘͨछࢠとͦのൃժঢ়گ
஫ʣ図தの਺ࣈ͸ɼ࠾छさΕͨ΋との花の開花ॱҐΛࣔ͢ɻ·ͨɼ͜
のࣸਅ͸ɼγϟーϨΛ༻いͨൃժ試験の݁ՌʹよΔɻ
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２０２１年度常緑果樹関係
除草剤・生育調節剤試験判定結果

(公財)日本植物調節剤研究協会 技術部

2021年度常緑果樹関係除草剤・生育調節剤試験成績検討会は，

2022年6月2日(木)にZoomを用いたWeb会議において開催さ

れた。

この検討会には，試験場関係者19名，委託関係者27名ほか，

計56名の参集を得て，除草剤2薬剤(10点)，生育調節剤5薬

剤(13点)について，試験成績の報告と検討が行われた。

その判定結果および使用基準については，次の判定表に示す

通りである。

2021年度常緑果樹関係除草剤・生育調節剤試験 判定

A.除草剤

薬 剤 名
有効成分および

含有率(%)
[委託者]

作物名 ねらい 判定 判定内容

1.NFH-131 液
(旧MRS-195)
グリホサートイソプロピ
ルアミン塩:41.0%

[ニューファム] 

カンキツ 生育期処理の多年生雑草を対象とし
た茎葉処理(樹間・樹冠下)による適用
性の検討

実・継 実)[カンキツ:一年生雑草]
・春～夏期
・雑草生育期(草丈30cm以下)
・250～500mL<100L>/10a
・茎葉処理(樹間・樹冠下)

継)
・効果・薬害の確認(多年生雑草)

ビワ 生育期処理の一年生雑草を対象とし
た茎葉処理(樹間・樹冠下)による適用
性の検討

継 継)
・効果・薬害の確認

ビワ 生育期処理の多年生雑草を対象とし
た茎葉処理(樹間・樹冠下)による適用
性の検討

2.S-482 顆粒水和
フルミオキサジン:50%

[住友化学] 

カンキツ 発生前の一年生広葉雑草を対象とし
た適用性の検討(2年目)

実・継 実)[カンキツ:一年生広葉雑草]
・春～夏期
・雑草発生前
・20g<100L>/10a
・土壌処理(樹間・樹冠下)

継)
・効果・薬害の確認
(5g,10g(雑草発生前, 雑草生育初期))

B.生育調節剤

薬 剤 名
有効成分および

含有率(%)
[委託者]

作物名 ねらい 判定 判定内容

2.CS-17H 水和
炭酸カルシウム:95.0%

[白石カルシウム]

温州ミカ
ン

温州ミカンに対する日焼け軽減効果
の検討

継 継)
・効果・薬害の確認

せとか せとかに対する日焼け軽減効果の検
討
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剤(13点)について，試験成績の報告と検討が行われた。

その判定結果および使用基準については，次の判定表に示す

通りである。

2021年度常緑果樹関係除草剤・生育調節剤試験 判定

A.除草剤

薬 剤 名
有効成分および

含有率(%)
[委託者]

作物名 ねらい 判定 判定内容

1.NFH-131 液
(旧MRS-195)
グリホサートイソプロピ
ルアミン塩:41.0%

[ニューファム] 

カンキツ 生育期処理の多年生雑草を対象とし
た茎葉処理(樹間・樹冠下)による適用
性の検討

実・継 実)[カンキツ:一年生雑草]
・春～夏期
・雑草生育期(草丈30cm以下)
・250～500mL<100L>/10a
・茎葉処理(樹間・樹冠下)

継)
・効果・薬害の確認(多年生雑草)

ビワ 生育期処理の一年生雑草を対象とし
た茎葉処理(樹間・樹冠下)による適用
性の検討

継 継)
・効果・薬害の確認

ビワ 生育期処理の多年生雑草を対象とし
た茎葉処理(樹間・樹冠下)による適用
性の検討

2.S-482 顆粒水和
フルミオキサジン:50%

[住友化学] 

カンキツ 発生前の一年生広葉雑草を対象とし
た適用性の検討(2年目)

実・継 実)[カンキツ:一年生広葉雑草]
・春～夏期
・雑草発生前
・20g<100L>/10a
・土壌処理(樹間・樹冠下)

継)
・効果・薬害の確認
(5g,10g(雑草発生前, 雑草生育初期))

B.生育調節剤

薬 剤 名
有効成分および

含有率(%)
[委託者]

作物名 ねらい 判定 判定内容

2.CS-17H 水和
炭酸カルシウム:95.0%

[白石カルシウム]

温州ミカ
ン

温州ミカンに対する日焼け軽減効果
の検討

継 継)
・効果・薬害の確認

せとか せとかに対する日焼け軽減効果の検
討

B. 生育調節剤

2021 年度常緑果樹関係除草剤・生育調節剤試験  判定
A. 除草剤

����೥౓ৗ྘Ռथؔ܎আ૲ࡎɾੜҭௐઅݧࢼࡎ൑ఆ݁Ռ　�9



���

2

B.生育調節剤

薬 剤 名
有効成分および

含有率(%)
[委託者]

作物名 ねらい 判定 判定内容

3.CS-22H 水和
炭酸カルシウム:91.0%

[白石カルシウム]

温州ミカ
ン

温州ミカンに対する果¶水分減�r
Ó(k措rÓ)効果の確認(100倍→200
倍の使用量拡大)

実・継 実)
[温州ミカン;浮¶軽減]
・着色初期
・100～200倍 1～2回 <十分量>
・散布(果実表面に十分付着するよう)
注)
・果実の表面に白色の汚れが残る場合がある

[温州ミカン;果¶水分減�rÓ]
・収穫前 8分着色
・100倍1回<十分量(500L/10a)>
・散布(果実表面に十分付着するよう)
注)
・果実の表面に白色の汚れが残る場合がある

継)
・果¶水分減�rÓ(温州ミカン・200倍・8分着色, 
不知火・100倍・収穫2週間前)を目的とした100倍
での効果・薬害の確認

4.ジベレリン 水溶
ジベレリン:3.1%

[愛媛県農林水産研究所
果樹研究センターみかん
研究所]

愛媛果試
第48号

愛媛果試第48号に対する水腐れ軽減
効果の検討

実・継 実)
[不知火, 愛媛果試第28号;水腐れ軽減]
・着色終期
・0.5～1ppm
・果実散布

[ポンカン;水腐れ軽減]
・着色始期～3,4分着色期
・0.5ppm
・立木全面散布
注)着色が遅れることがある

[カラ;水腐れ軽減]
・着色終期
・1ppm
・果実散布

継)
・温州ミカン, はれひめ, 伊k柑, 愛媛果試第48
号, 清見に対する効果・薬害の確認(0.5ppm,1ppm)
・カラに対する効果・薬害の確認(0.5ppm)
・ポンカン着色終期処理での効果, 薬害の確認

清見 清見に対する水腐れ軽減効果の検討

5.ジベレリン 水溶
ジベレリン:3.1%

[愛媛県農林水産研究所
果樹研究センター]

カラ カラに対する水腐れ軽減効果の検討

B. 生育調節剤
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B.生育調節剤

薬 剤 名
有効成分および

含有率(%)
[委託者]

作物名 ねらい 判定 判定内容

3.CS-22H 水和
炭酸カルシウム:91.0%

[白石カルシウム]
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ン
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注)
・果実の表面に白色の汚れが残る場合がある

[温州ミカン;果¶水分減�rÓ]
・収穫前 8分着色
・100倍1回<十分量(500L/10a)>
・散布(果実表面に十分付着するよう)
注)
・果実の表面に白色の汚れが残る場合がある

継)
・果¶水分減�rÓ(温州ミカン・200倍・8分着色, 
不知火・100倍・収穫2週間前)を目的とした100倍
での効果・薬害の確認

4.ジベレリン 水溶
ジベレリン:3.1%

[愛媛県農林水産研究所
果樹研究センターみかん
研究所]

愛媛果試
第48号

愛媛果試第48号に対する水腐れ軽減
効果の検討

実・継 実)
[不知火, 愛媛果試第28号;水腐れ軽減]
・着色終期
・0.5～1ppm
・果実散布

[ポンカン;水腐れ軽減]
・着色始期～3,4分着色期
・0.5ppm
・立木全面散布
注)着色が遅れることがある

[カラ;水腐れ軽減]
・着色終期
・1ppm
・果実散布

継)
・温州ミカン, はれひめ, 伊k柑, 愛媛果試第48
号, 清見に対する効果・薬害の確認(0.5ppm,1ppm)
・カラに対する効果・薬害の確認(0.5ppm)
・ポンカン着色終期処理での効果, 薬害の確認

清見 清見に対する水腐れ軽減効果の検討

5.ジベレリン 水溶
ジベレリン:3.1%

[愛媛県農林水産研究所
果樹研究センター]

カラ カラに対する水腐れ軽減効果の検討

B. 生育調節剤
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ɹࢁߴの৿ྛଳでよくݟか͚るαϧΦΨη。ࣈ׽ではԐຑ桛
とかԐඌᐫとॻく。ԐのしっΆがབྷみかͶないというҦかと
。いきや，αΨϦΦίέʢԼॹଽʣからのసᨅとするઆもあるࢥ
ɹこのαϧΦΨη，໦のࢬからたͩたͩਨれԼがっている。
২෺ともҧうし，ଽでもなさそう。ΉしΖ૶ྨ，थ上のϞζ
Ϋといったମͩ。࣮ࣄ，ໄ૶というผ໊もあるという。ਖ਼ମ
を明かせ͹，ྨەと૶ྨがڞੜした஍ҥྨである。஍ҥྨの
ঢ়はઍมສԽʢਤܗ -1ʣͩが，たいがいはथൽ上やؠやί
ϯΫϦーτの表໘上をฏらに෴っている。
ੈքには2ສछۙく，日本には1
800छほどの஍ҥྨがੜ

ଉしている。ೆۃのؠの表໘にまでੜଉしており，஍ٿの཮
஍表໘ੵの8ˋが஍ҥྨに෴Θれているというਪ定もある。
ɹԿԯ೥かલのこと，ྨەと૶ྨはޓいを૬ํにすることで
ੜଉ範囲を֦大した。ओにࢠ೯ەにγΞϊόΫテϦΞなどの
૶ྨがڞੜすることで஍ҥମというಛघなମがܗ੒される。
はྨە。੒されることはないܗ଄がߏでそのような͚ͩྨە
このߏ଄෺をఏ供し，૶ྨはޫ߹੒によって߹੒した౶ྨを

ӫཆ分としてఏ供
する。この૬ࢥ૬
Ѫのڞੜؔ܎は，
ଞにྨをݟないほ
どྷしいؔ܎とࢌ
えられてきた。
ɹͱ͜Ζ͕ͦ͜ʹɼ
ʮ଴ͬͨʂʯ͕͔
͔ͬͨɻ

のൃ֮܎ؔ֯ࡾ
஍ҥྨは୯ಠの

ੜきものではない
という「ೋछෳ߹
ମઆ」を࠷ॳにএ
えたのはスΠスग़
਎の২෺ֶऀジー

ϞϯɾγϡϰΣϯσφーʢ1829 ～ 1919ʣで，1869 ೥のこ
とͩった。しかし，そΜなことなどあるはずがないと，当
ॳは໠྽な൓発にܴえられた。ྨەはओਓで૶ྨはౕྴとい
うγϡϰΣϯσφーが用いた比ᄻも൓ײをઞった。そこで
1877 ೥には，対౳なؔ܎をࢥΘせる「ڞੜ TZmCJPTJT」と
いう用ޠがఏএされた。ΪϦγϟޠで「ڞにੜきる」という
ҙຯである。
ɹそのޙ，ଞのੜきもの間でもڞੜؔ܎がݟつかってきた。
Μでࠐ஬૶，૶ྨをମ಺にऔり׊αϯΰと，ەࠜەやەཻࠜ
ޫ߹੒をする΢ϛ΢γ，΢γの൓ᢸңのڞੜඍੜ෺などͩ。
そしてۃめつ͚が，ਅ֩ੜ෺のࡉ๔小׭ثはەࡉੑؾ޷やγ
ΞϊόΫテϦΞがࡉ๔಺にڞੜした݁Ռであるというࡉ๔಺
。ੜઆのొ৔ͩったڞ
ɹଟ様なڞੜݱ৅がݟつかるほどに，ࣗવքにはさま͟まな
するというೝࣝのग़発఺となった஍ҥྨのଘࡏがଘ܎ੜؔڞ
がいや増してきた。とこΖがである。2016ײࡏ ೥，ྨەと
૶ྨの૬ࢥ૬Ѫؔ܎としてڭՊॻを০ってきた஍ҥྨのڞੜ
が，͡つは 1対 1のؔ܎とはݶらないという৽࣮ࣄが発֮
したのͩʢ4QSJCJMMF�et al.�2016ʣ。
ɹڀݚνーϜが，๺ΞϝϦΧのࢁߴଳに分෍するαϧΦΨη
にࣅた஍ҥྨϋϦΨωΩϊϦଐ 2छʢBryoria fremontii と B. 

tortuosaʣの%/Aを分ੳすることにしたのはたまたまのこ
とͩったという。この 2छの৭߹いは，ऀޙは༗ಟ෺࣭ϒ
ϧϐϯࢎをؚみԫ྘৭であるのに対し，લऀはϒϧϐϯؚࢎ
༗ྔがগなく׊৭である఺でҟなっている。しかし，ڞੜす
るྨەと૶ྨのҨ఻ࢠ഑ྻはそれͧれほ΅同͡で，Ҩ఻ֶత
には同छとݟなせる。とこΖが৭はҧう。そこで஍ҥମશମ
の%/Aղੳを࣮ࢪしてみることにしたのͩ。すると，第ࡾ
のྨەのଘࡏが発֮したではないか。それまでも஍ҥྨでは，
は஌らࡏのଘەࡉやྨەੜऀతにたͩ৐りしているようなد
れていた。しかしࠓ回は，஍ҥମの中に૊みࠐまれてଘࡏす
る߬฼がݟつかったのͩ。つまり，2छྨのྨەʢࢠ೯ەと
୲ەࢠの߬฼ʣと૶ྨがϧーϜγΣΞをしていたことになる。
ɹそこで，この 2छにڞੜしている߬฼のྔをௐべてみた。

連載・道草

深まる共生の謎第29回
渡辺　政隆

同志社大学特別客員教授
サイエンスライター

図 -�　��� υイπのಈ෺ֶऀΤϧϯスτɾلੈ
ϔοέϧ͕ඳいͨ஍ҥྨ
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すると，ϒϧϐϯࢎのྔがগない B.fremontii では߬฼のྔが
গなく，ϒϧϐϯࢎのྔがଟい B.tortuosa では߬฼のྔがଟ
かったという。
ɹこの発ݟにڻいたڀݚνーϜはさらなるௐࠪにより，6つ
の大཮の 52ଐの஍ҥྨで，ڞੜしている୲ەࢠをݟつ͚た。
つまりࢠ೯ەと૶ྨのڞੜؔ܎に୲ྨەࢠの߬฼が同ډして
いるέースは，ܾしてྫ֎తではなかったのである。
ɹ同ڀݚνーϜはその2೥ޙ，๺ΞϝϦΧ੢؛に޿く分෍す
るΦΦΧϛΰέ L eth aria v ulp inaʢਤ -2ʣという஍ҥྨで，ࢠ
೯ە，߬฼，૶ྨのγΣΞϋ΢スに同ډする第ೋのผछの߬
฼を発ݟした。໊લの༝དྷは，ΞϝϦΧ先ॅຽが，ϓϦϏϯ
用していたことに࢖をؚΉΦΦΧϛΰέをΦΦΧϛङりにࢎ
ある。ϓϦϏϯࢎは肉৯ಈ෺͚ͩにಟੑがあり，ΦΦΧϛΰ
έのค຤をࠐ࢓ΜͩӤはΦΦΧϛにとってはಟӤになるのͩ。
ɹそれでも஍ҥྨにڞੜする߬฼の໾ׂは，ະͩによくΘかっ
ていない。গなくとも，߬฼とڞੜしていない஍ҥྨは，ࠓ
のとこΖݟつかっていない。ڞੜする3ऀないし4ऀの૊み
߹Θせにより，஍ҥྨのܗଶやੜ理ߏػもҟなることは֬ೝ
できる。しかし，ݸ々のέースで，どれがどこにޮいている
のかはಛ定できない。ࣄଶはまさにࠞಱとしてきているのͩ。

ੜ෺ݸମと͸Կ͔
ɹڞੜという֓೦をੜΜͩ஍ҥྨは，長らく，ฏ࿨ڞଘとい
う༧定ௐ࿨తなΠϝージをৢしてきた。しかしこの 5೥ほ
どで，そのΠϝージはΨϥϦとมΘりつつある。ڞੜするࢠ
೯ەと૶ྨ，さらに߬฼ʢ୲ەࢠʣの໾ׂ分୲がよくΘから
ない上に，同͡૊み߹Θせでも，ผछとして分ྨできるほど，
஍ҥྨのܗঢ়がҟっていたりするからͩ。その上，஍ҥྨに
はさま͟まなەࡉまでީډしていることがΘかりつつある。
ɹということは，஍ҥྨはݸମというよりは，1つのϛΫϩ
なੜଶܥであり，ඍੜ෺૓ʢϚΠΫϩόΠΦーλʣと考える
べきものなのかもしれない。それをߏ੒するඍੜ෺の૊み߹

Θせによって૬มҟをىこし，ܗଶもߏ଄も৭࠼もまったく
ҟなる様૬をఄするようになるのͩと。
ɹかくして஍ҥྨは，ݸମとはなにかというैདྷの֓೦に࠶
定ٛをഭりかͶないଘࡏとして，ΘれΘれのલに࠶びཱͪݱ
れた。しかしそういえ͹，ΘれΘれのମにもさま͟まなੜ෺
がڞੜしている。たとえ͹௎಺ϑϩーϥは，ΞϨϧΪーなど
の໔Ӹ，౶೘පなど，さま͟まな࣬ױに影響を༩えているこ
とがΘかりつつある。あるいは，཮上২෺の 8ׂとڞੜし
ているەࠜەは，ӫཆ͚ͩでなく，৘ใωοτϫーΫの୲い
खとしてもػೳしているʢ「ಓ૲ɾ第 25回」ࢀ照ʣ。
ɹີݫなҙຯでのڞੜではないが，थൽやؠの表໘を෴う஍ҥ
ྨにΧϜϑϥージϡするࠛ஬もまた，஍ҥྨとӡ໋ڞ同ମతな
，Պॻにొ৔する༗໊なྫはڭ。にあるといってよいͩΖう܎ؔ
産ֵ໋ۀ時のΠΪϦスにお͚るΦΦγϞϑϦΤμγϟΫのۀ޻
҉ԽͩΖう。このիの੒஬には，ᠯがന஍にࠇいމᑦ໛様のೖっ
たന৭ܕと，શମにࠇっΆい҉৭ܕのೋܕが஌られている。നっ
Άい஍ҥྨがੜえるथൽにとまるന৭ܕは໨ཱたないが，҉৭
のիがଟܕདྷは，ന৭ݩは֎ఢにั৯されやすい。そのためܕ
数೿ͩった。とこΖが޻৔などのഗԎで஍ҥྨがࠇずΜͩこと
で౫ଡѹがมԽし，҉৭ܕのほうが༗རとなり，҉৭ܕがଟ数
೿を઎めるようになった。つまり，஍ҥྨが，ࠛ஬のอޢ৭の
ਐԽをଅしてきたՄೳੑがあるのͩ。
ɹ஍ҥྨとࠛ஬のอޢ৭とのؔ܎では，ۙ࠷になってݹ࠷の
ྫがݟつかったʢ'VOH�et al.�2020ʣ。中ࠃのڀݚνーϜが，
಺Ϟϯΰϧ஍ํの，ࠓから 1ԯ 6500 ສ೥લ，ジϡϥل中期
຤の஍૚から，஍ҥྨのԽੴとڞに，それにٖଶしたΦΦΞ
ϛϝΧήϩ΢ʢਤ -3ʣのԽੴをݟつ͚たのͩ。
ɹਓと஍ҥྨのؔ܎では，ΦΦΧϛΰέはಟӤとして͚ͩで
なく，ༀやછྉとしても࢖Θれていたという。日本でもαϧ
ΦΨηは֏ࢭめやར೘ڧ，ࡎ৺ࡎとしてར用されてきた。す
べからくࣗવは࣋ͪつ࣋たれつのؔ܎でҡ࣋されてきたとい
うことか。

図 -�　�๺ΞϝϦΧ੢ւ؛ʹ෼෍͢ΔΦΦΧϛΰέʢ8LJQFEJB よΓʣ 図 -3　�̍ ԯ ���� ສ೥લの஍ҥྨとͦΕʹٖଶͨ͠ΦΦΞϛϝΧήϩ
΢の෮ݩ図ʢ�9JBPSBO ;VP 	$$ B: 4��
ʣ
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すると，ϒϧϐϯࢎのྔがগない B.fremontii では߬฼のྔが
গなく，ϒϧϐϯࢎのྔがଟい B.tortuosa では߬฼のྔがଟ
かったという。
ɹこの発ݟにڻいたڀݚνーϜはさらなるௐࠪにより，6つ
の大཮の 52ଐの஍ҥྨで，ڞੜしている୲ەࢠをݟつ͚た。
つまりࢠ೯ەと૶ྨのڞੜؔ܎に୲ྨەࢠの߬฼が同ډして
いるέースは，ܾしてྫ֎తではなかったのである。
ɹ同ڀݚνーϜはその2೥ޙ，๺ΞϝϦΧ੢؛に޿く分෍す
るΦΦΧϛΰέ L eth aria v ulp inaʢਤ -2ʣという஍ҥྨで，ࢠ
೯ە，߬฼，૶ྨのγΣΞϋ΢スに同ډする第ೋのผछの߬
฼を発ݟした。໊લの༝དྷは，ΞϝϦΧ先ॅຽが，ϓϦϏϯ
用していたことに࢖をؚΉΦΦΧϛΰέをΦΦΧϛङりにࢎ
ある。ϓϦϏϯࢎは肉৯ಈ෺͚ͩにಟੑがあり，ΦΦΧϛΰ
έのค຤をࠐ࢓ΜͩӤはΦΦΧϛにとってはಟӤになるのͩ。
ɹそれでも஍ҥྨにڞੜする߬฼の໾ׂは，ະͩによくΘかっ
ていない。গなくとも，߬฼とڞੜしていない஍ҥྨは，ࠓ
のとこΖݟつかっていない。ڞੜする3ऀないし4ऀの૊み
߹Θせにより，஍ҥྨのܗଶやੜ理ߏػもҟなることは֬ೝ
できる。しかし，ݸ々のέースで，どれがどこにޮいている
のかはಛ定できない。ࣄଶはまさにࠞಱとしてきているのͩ。

ੜ෺ݸମと͸Կ͔
ɹڞੜという֓೦をੜΜͩ஍ҥྨは，長らく，ฏ࿨ڞଘとい
う༧定ௐ࿨తなΠϝージをৢしてきた。しかしこの 5೥ほ
どで，そのΠϝージはΨϥϦとมΘりつつある。ڞੜするࢠ
೯ەと૶ྨ，さらに߬฼ʢ୲ەࢠʣの໾ׂ分୲がよくΘから
ない上に，同͡૊み߹Θせでも，ผछとして分ྨできるほど，
஍ҥྨのܗঢ়がҟっていたりするからͩ。その上，஍ҥྨに
はさま͟まなەࡉまでީډしていることがΘかりつつある。
ɹということは，஍ҥྨはݸମというよりは，1つのϛΫϩ
なੜଶܥであり，ඍੜ෺૓ʢϚΠΫϩόΠΦーλʣと考える
べきものなのかもしれない。それをߏ੒するඍੜ෺の૊み߹

Θせによって૬มҟをىこし，ܗଶもߏ଄も৭࠼もまったく
ҟなる様૬をఄするようになるのͩと。
ɹかくして஍ҥྨは，ݸମとはなにかというैདྷの֓೦に࠶
定ٛをഭりかͶないଘࡏとして，ΘれΘれのલに࠶びཱͪݱ
れた。しかしそういえ͹，ΘれΘれのମにもさま͟まなੜ෺
がڞੜしている。たとえ͹௎಺ϑϩーϥは，ΞϨϧΪーなど
の໔Ӹ，౶೘පなど，さま͟まな࣬ױに影響を༩えているこ
とがΘかりつつある。あるいは，཮上২෺の 8ׂとڞੜし
ているەࠜەは，ӫཆ͚ͩでなく，৘ใωοτϫーΫの୲い
खとしてもػೳしているʢ「ಓ૲ɾ第 25回」ࢀ照ʣ。
ɹີݫなҙຯでのڞੜではないが，थൽやؠの表໘を෴う஍ҥ
ྨにΧϜϑϥージϡするࠛ஬もまた，஍ҥྨとӡ໋ڞ同ମతな
，Պॻにొ৔する༗໊なྫはڭ。にあるといってよいͩΖう܎ؔ
産ֵ໋ۀ時のΠΪϦスにお͚るΦΦγϞϑϦΤμγϟΫのۀ޻
҉ԽͩΖう。このիの੒஬には，ᠯがന஍にࠇいމᑦ໛様のೖっ
たന৭ܕと，શମにࠇっΆい҉৭ܕのೋܕが஌られている。നっ
Άい஍ҥྨがੜえるथൽにとまるന৭ܕは໨ཱたないが，҉৭
のիがଟܕདྷは，ന৭ݩは֎ఢにั৯されやすい。そのためܕ
数೿ͩった。とこΖが޻৔などのഗԎで஍ҥྨがࠇずΜͩこと
で౫ଡѹがมԽし，҉৭ܕのほうが༗རとなり，҉৭ܕがଟ数
೿を઎めるようになった。つまり，஍ҥྨが，ࠛ஬のอޢ৭の
ਐԽをଅしてきたՄೳੑがあるのͩ。
ɹ஍ҥྨとࠛ஬のอޢ৭とのؔ܎では，ۙ࠷になってݹ࠷の
ྫがݟつかったʢ'VOH�et al.�2020ʣ。中ࠃのڀݚνーϜが，
಺Ϟϯΰϧ஍ํの，ࠓから 1ԯ 6500 ສ೥લ，ジϡϥل中期
຤の஍૚から，஍ҥྨのԽੴとڞに，それにٖଶしたΦΦΞ
ϛϝΧήϩ΢ʢਤ -3ʣのԽੴをݟつ͚たのͩ。
ɹਓと஍ҥྨのؔ܎では，ΦΦΧϛΰέはಟӤとして͚ͩで
なく，ༀやછྉとしても࢖Θれていたという。日本でもαϧ
ΦΨηは֏ࢭめやར೘ڧ，ࡎ৺ࡎとしてར用されてきた。す
べからくࣗવは࣋ͪつ࣋たれつのؔ܎でҡ࣋されてきたとい
うことか。

図 -�　�๺ΞϝϦΧ੢ւ؛ʹ෼෍͢ΔΦΦΧϛΰέʢ8LJQFEJB よΓʣ 図 -3　�̍ ԯ ���� ສ೥લの஍ҥྨとͦΕʹٖଶͨ͠ΦΦΞϛϝΧήϩ
΢の෮ݩ図ʢ�9JBPSBO ;VP 	$$ B: 4��
ʣ
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ձͩよΓڠ˙
˙試験੒੷ݕ౼ձ
●�2021年度冬作関係（麦類・いぐさ・水稲刈跡）除草剤・
生育調節剤試験成績検討会（Web会議）
　日時：2022年9月8日（木）��10:00～17:00

ձ౳ڀݚ˙
●第39回農薬環境科学研究会
　テーマ：�化学農薬削減を目指したイノベーション
　　　　　-みどりの食料システム戦略を環境科学から考える-
　主催：日本農薬学会，農薬環境科学研究会
　日時：2022年9月29日(木)～30日(金)
　場所：ホテルグランヴェール岐山（岐阜県岐阜市）
　開催方法：�対面とオンライン配信のハイブリッド型
　　　　　 （ただし会場は80名まで）
※収容人数に制限がありますが，可能な限り対面でご参加
ください。
　参加申込締切日：2022年8月12日（金）
　プログラム，参加方法等の詳細は，農薬学会ホームペー
ジ内の農薬環境科学研究会

広　 　　　場
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